
戸
籍
法
の
「
常
用
平
易
な
文
字
」
と
人
名
用
漢
字
の
変
遷

宮

奇山

幹

朗

一
　
は
じ
め
に

　
戸
籍
法
五
〇
条
　
項
は
、
子
ど
も
の
名
に
は
「
常
用
平
易
な
文
字
」
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
規
定
し
、
二
項
に
お
い
て

「
常
用
平
易
な
文
字
」
の
範
囲
を
法
務
省
令
で
定
め
る
も
の
と
し
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
て
、
戸
籍
法
施
行
規
則
六
〇
条
は
「
常
用
平

易
な
文
字
」
を
具
体
的
に
定
め
て
い
る
。
こ
こ
で
、
子
ど
も
の
名
に
用
い
る
こ
と
の
で
き
る
文
字
に
つ
い
て
は
、
ひ
ら
が
な
お
よ
び
カ

タ
カ
ナ
の
ほ
か
一
定
の
範
囲
の
漢
字
と
し
、
子
ど
も
の
名
前
に
用
い
る
こ
と
の
で
き
る
漢
字
を
「
人
名
用
漢
字
」
と
し
て
定
め
、
漢
字

の
名
へ
の
使
用
に
つ
い
て
範
囲
を
制
限
し
て
い
る
。

　
当
初
「
当
用
漢
字
」
に
限
定
さ
れ
て
い
た
「
人
名
用
漢
字
」
は
、
国
語
審
議
会
の
答
申
と
戸
籍
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
の
民
事
行

政
審
議
会
の
答
申
を
受
け
て
、
一
定
の
制
限
を
設
け
る
方
式
を
維
持
し
な
が
ら
、
人
の
名
に
用
い
る
こ
と
の
で
き
る
漢
字
の
範
囲
を
次

第
に
広
げ
る
傾
向
を
示
し
て
き
た
。
特
に
、
平
成
二
（
一
九
九
〇
）
年
に
は
、
人
名
用
漢
字
と
し
て
一
一
八
字
を
追
加
す
る
と
い
う
大

幅
な
改
正
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
子
ど
も
の
名
に
制
限
外
の
文
字
を
用
い
る
こ
と
を
希
望
す
る
声
が

高
ま
り
、
「
琉
」
に
関
す
る
沖
縄
の
事
例
を
は
じ
め
と
し
て
、
制
限
外
の
漢
字
を
用
い
た
名
を
付
け
た
子
ど
も
の
出
生
届
の
受
理
を
め
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説論

ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
各
地
で
生
じ
て
き
厄
。
戸
籍
法
施
行
規
則
施
行
後
、
早
い
段
階
か
ら
制
限
外
の
漢
字
の
使
用
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
が

あ
ら
わ
れ
て
い
た
が
、
家
庭
裁
判
所
に
お
け
る
争
い
に
発
展
し
た
事
例
も
わ
ず
か
な
が
ら
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
に
関
す
る
審
判
例
で
は
そ

の
結
論
が
分
か
れ
て
い
旭
・
こ
の
よ
う
な
争
い
は
・
戸
籍
法
施
行
規
則
に
よ
・
て
人
名
に
用
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
一
撃
を

子
の
名
に
使
用
し
た
出
生
届
に
対
す
る
市
町
村
長
の
不
受
理
処
分
へ
の
不
服
申
立
て
事
件
と
し
て
家
庭
裁
判
所
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
関
す
る
家
庭
裁
判
所
の
審
判
の
中
に
は
、
「
社
会
通
念
上
明
ら
か
に
常
用
平
易
な
文
字
」
で
あ
れ
ば
、
出
生
届
の
受
理
を
認
め

る
と
い
う
態
度
を
示
す
も
の
が
出
て
き
た
。

　
特
に
、
「
琉
」
の
字
を
子
ど
も
の
名
に
用
い
た
出
生
届
の
受
理
を
命
じ
た
那
覇
家
庭
裁
判
所
平
成
九
（
一
九
九
七
）
年
一
一
月
一
八

日
審
判
以
暉
「
人
名
用
漢
字
」
に
よ
る
制
限
に
対
す
る
不
満
が
積
極
的
に
あ
ら
わ
れ
る
よ
う
に
な
喚
家
庭
裁
判
所
で
の
争
い
も
増

え
て
き
た
。
「
凛
」
の
字
を
め
ぐ
る
佐
賀
家
庭
裁
判
所
唐
津
支
部
平
成
一
四
（
二
〇
〇
二
）
年
八
月
八
日
審
判
と
福
岡
高
等
裁
判
所
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

成
一
四
年
一
〇
月
三
一
日
決
定
で
は
、
そ
の
結
論
が
分
か
れ
た
。
さ
ら
に
、
「
曽
」
の
字
を
め
ぐ
っ
て
、
札
幌
家
庭
裁
判
所
平
成
一
五

（
二
〇
〇
三
）
年
二
月
二
七
日
審
判
、
札
幌
高
等
裁
判
所
平
成
一
五
年
六
月
一
入
日
決
定
は
出
生
届
の
受
理
を
命
じ
る
判
断
を
示
し
、

最
高
裁
判
所
も
原
審
の
判
断
を
支
持
す
る
決
定
を
出
す
に
至
っ
た
。
最
高
裁
判
所
平
成
一
五
年
一
二
月
二
五
日
決
定
は
「
人
名
用
漢
字
」

と
し
て
は
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
「
曽
」
を
子
ど
も
の
名
前
に
用
い
た
出
生
届
を
受
理
し
な
か
っ
た
戸
籍
事
務
管
掌
者
の
処
分
を
取

消
し
・
出
生
届
の
受
理
を
命
じ
る
決
定
を
出
し
麗
・
》
」
れ
は
戸
籍
法
皇
・
条
頑
の
「
常
用
平
易
な
文
字
」
と
「
人
名
用
漢
字
」
に
関

す
る
最
高
裁
判
所
の
初
め
て
の
判
断
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
に
も
、
横
浜
家
庭
裁
判
所
平
成
一
六
（
二
〇
〇
四
）
年
五
月
六
日
審
判
で
は
、

「
獅
」
の
字
を
子
の
名
に
用
い
た
出
生
届
の
受
理
が
認
め
ら
れ
た
。

　
こ
れ
ら
の
裁
判
所
の
判
断
を
受
け
て
、
法
務
省
は
、
そ
の
た
び
ご
と
に
戸
籍
法
施
行
規
則
を
改
正
す
る
手
続
を
と
り
、
別
表
に
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

そ
れ
「
琉
」
、
「
曽
」
、
「
獅
」
を
追
加
す
る
改
正
を
お
こ
な
っ
た
。
同
時
に
、
「
人
名
用
漢
字
」
の
見
直
し
の
必
要
性
を
認
識
し
、
平
成
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戸籍法の「常用平易な文字」と人名用漢字の変遷

一
六
（
二
〇
〇
四
）
年
二
月
一
〇
B
に
、
法
務
大
臣
が
法
制
審
議
会
に
対
し
て
、
「
子
の
名
に
用
い
る
こ
と
の
で
き
る
漢
字
（
人
名
用

漢
字
）
の
範
囲
の
見
直
し
（
拡
大
）
」
に
関
す
る
諮
問
を
お
こ
な
い
、
根
本
的
な
人
名
用
漢
字
の
見
直
し
作
業
に
と
り
か
か
っ
た
。
法

制
審
議
会
は
「
人
名
用
漢
字
部
会
」
を
設
置
し
、
審
議
を
開
始
し
た
。
そ
の
審
議
を
踏
ま
え
て
、
法
制
審
議
会
は
平
成
↓
六
年
九
月
八

日
に
、
人
名
用
漢
字
の
制
限
方
式
を
維
持
す
る
と
と
も
に
、
四
八
八
文
字
を
人
名
用
漢
字
に
追
加
す
る
こ
と
を
主
な
内
容
と
す
る
意
見

を
法
務
大
臣
に
答
申
し
、
こ
れ
を
受
け
て
、
法
務
省
は
、
平
成
一
六
年
九
月
二
七
日
、
戸
籍
法
施
行
規
則
の
別
表
を
全
面
改
正
し
、
従

来
の
人
名
用
漢
字
二
九
〇
字
に
、
法
制
審
議
会
が
答
申
し
た
四
八
八
字
と
許
容
字
体
二
〇
五
字
を
加
え
た
合
計
九
八
三
字
を
「
漢
字
の

表
」
に
掲
げ
る
に
至
っ
て
い
る
。

　
政
府
は
、
当
初
、
人
名
用
漢
字
を
国
語
政
策
の
問
題
と
し
て
位
置
、
つ
け
、
国
語
審
議
会
の
検
討
を
踏
ま
え
て
、
民
事
行
政
審
議
会
を

通
し
て
、
人
名
用
漢
字
の
拡
大
を
図
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
昭
和
五
六
（
一
九
八
一
）
年
の
「
常
用
漢
字
表
」
の
制
定
以
後
、
国
語
審

議
会
は
人
名
用
漢
字
の
問
題
を
民
事
行
政
問
題
と
し
て
位
置
づ
け
る
べ
き
こ
と
を
要
望
し
た
。
そ
れ
以
降
、
人
名
用
漢
字
の
問
題
は
民

事
行
政
審
議
会
で
審
議
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
さ
ら
に
そ
の
後
、
子
の
名
に
用
い
る
漢
字
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
や
審
判
が
目
立
つ
よ
う

に
な
っ
て
き
た
社
会
状
況
を
背
景
に
し
て
、
国
民
の
基
本
的
な
社
会
生
活
に
関
す
る
問
題
と
し
て
、
法
制
審
議
会
に
お
い
て
審
議
さ
れ

た
わ
け
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
こ
の
「
人
名
用
漢
字
」
の
変
遷
を
明
ら
か
に
し
、
こ
れ
に
関
す
る
審
判
例
を
検
討
し
、
戸
籍
法
五
〇
条
一
項
の
「
常
用

「
平
易
な
文
字
」
に
つ
い
て
論
じ
る
。
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説論

二
　
国
語
政
策
お
よ
び
民
事
行
政
政
策
と
し
て
の
人
名
用
漢
字
の
変
化

　
昭
和
二
一
二
（
一
九
四
八
）
年
に
施
行
さ
れ
た
戸
籍
法
施
行
規
則
第
六
〇
条
に
お
い
て
は
、
「
人
名
用
漢
字
」
は
当
用
漢
字
一
八
五
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

文
字
に
限
ら
れ
て
い
た
。
「
当
用
漢
字
」
は
一
般
社
会
で
使
用
す
る
漢
字
の
範
囲
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
直
接
に
は
人
名
用
漢
字
の

基
準
と
し
て
制
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
子
ど
も
の
名
に
用
い
ら
れ
る
漢
字
に
複
雑
で
難
解
な
字
が
用
い
ら
れ
る
と
、

名
前
を
つ
け
ら
れ
た
子
ど
も
自
身
や
関
係
者
に
社
会
生
活
上
多
大
な
不
便
や
支
障
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
か

ら
、
「
国
語
政
策
」
と
し
て
制
定
さ
れ
た
「
当
用
漢
字
」
を
人
名
用
漢
字
の
取
り
扱
い
に
も
利
用
す
る
こ
と
が
妥
当
と
さ
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
。
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
に
制
定
さ
れ
た
旧
戸
籍
法
で
は
、
子
ど
も
の
名
に
用
い
る
文
字
に
関
し
て
は
「
略
字
又
ハ
符
号
ヲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

用
ヰ
ス
字
画
明
瞭
ナ
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
、
特
別
の
規
定
は
置
か
れ
て
い
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
明
治
六
（
一

八
七
三
）
年
の
太
政
官
布
告
に
よ
っ
て
、
歴
代
天
皇
の
御
謂
ま
た
は
御
名
の
文
字
を
使
用
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い

す
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
＞

た
。
ま
た
、
戸
籍
先
例
で
は
、
ロ
ー
マ
字
や
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
な
ど
外
国
文
字
の
使
用
は
認
め
ら
れ
ず
、
日
本
文
字
に
限
ら
れ
て
い
た
。

第
二
次
大
戦
前
と
比
べ
る
と
、
人
名
に
用
い
る
こ
と
の
で
き
る
字
に
か
な
り
大
き
な
制
限
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　
そ
の
後
、
昭
和
二
六
（
一
九
五
一
）
年
に
は
、
「
彦
」
や
「
之
」
な
ど
当
用
漢
字
表
に
掲
げ
ら
れ
て
い
な
い
漢
字
の
使
用
に
つ
い
て

の
要
望
も
あ
っ
て
、
国
語
審
議
会
固
有
名
詞
部
会
に
よ
る
「
人
名
漢
字
に
関
す
る
建
議
」
が
出
さ
れ
、
従
来
人
名
に
使
わ
れ
る
こ
と
の

多
か
っ
た
漢
字
な
ど
九
二
字
を
人
名
に
用
い
る
こ
と
が
提
言
さ
れ
、
こ
れ
を
受
け
て
、
政
府
は
戸
籍
法
施
行
規
則
六
〇
条
を
改
正
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

「
人
名
用
漢
字
別
表
」
が
定
め
ら
れ
た
。
そ
の
後
も
、
た
び
た
び
人
名
用
漢
字
の
追
加
を
要
望
す
る
声
が
出
さ
れ
、
昭
和
四
九
（
「
九

七
四
）
年
に
は
、
法
務
大
臣
が
民
事
行
政
審
議
会
に
戸
籍
の
公
開
制
度
に
関
す
る
問
題
と
と
も
に
、
人
名
用
漢
字
の
問
題
に
つ
い
て
諮
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問
を
お
こ
な
い
、
民
事
行
政
審
議
会
は
昭
和
五
〇
（
一
九
七
五
）
年
二
月
に
人
名
用
漢
字
に
関
す
る
答
申
を
出
し
た
。
こ
の
答
申
は
、

人
名
用
漢
字
を
「
当
用
漢
字
表
」
お
よ
び
「
人
名
用
漢
字
別
表
」
に
よ
っ
て
制
限
す
る
方
式
を
維
持
し
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
て
「
人

名
用
漢
字
別
表
」
の
漢
字
を
追
加
す
る
措
置
を
継
続
す
る
こ
と
と
し
、
具
体
的
な
検
．
討
は
国
語
審
議
会
の
審
議
を
ま
っ
て
対
処
す
る
も

の
と
す
べ
き
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
答
申
を
踏
ま
え
て
、
昭
和
五
一
（
一
九
七
六
）
年
二
月
に
、
法
務
大
臣
の
諮
問
機
関
と
し

て
「
人
名
用
漢
字
問
題
懇
談
会
」
が
設
置
さ
れ
、
全
国
の
市
町
村
に
対
し
て
実
施
し
た
調
査
の
結
果
等
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
二
八
字
を

人
名
用
漢
字
と
し
て
追
加
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
と
い
う
報
告
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
国
語
審
議
会
の
了
解
を
得
た
上
、
「
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

名
用
漢
字
追
加
表
」
が
制
定
さ
れ
、
戸
籍
法
施
行
規
則
六
〇
条
が
改
正
さ
れ
た
。

　
昭
和
四
七
（
一
九
七
二
）
年
以
来
、
八
年
に
わ
た
り
、
漢
字
の
字
種
・
字
体
等
の
問
題
に
つ
い
て
審
議
を
続
け
て
き
た
国
語
審
議
会

は
、
昭
和
五
六
（
一
九
八
一
）
年
三
月
に
、
一
般
の
社
会
生
活
で
用
い
る
漢
字
使
用
の
目
安
と
す
る
た
め
の
「
常
用
漢
字
表
」
を
作
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

し
、
文
部
大
臣
に
答
申
し
た
。
こ
こ
に
お
い
て
、
国
語
審
議
会
は
、
人
名
用
漢
字
に
つ
い
て
は
、
「
常
用
漢
字
表
」
の
趣
旨
を
参
考
に

す
る
こ
と
を
要
望
し
た
上
で
、
戸
籍
法
等
の
民
事
行
政
と
の
結
び
つ
き
が
強
い
と
し
て
、
法
務
省
に
委
ね
る
と
い
う
態
度
を
示
し
た
。

法
務
省
は
す
で
に
、
昭
和
五
四
（
一
九
七
九
）
年
一
月
に
、
民
事
行
政
審
議
会
に
対
し
て
、
人
名
用
漢
字
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
諮
問

し
て
い
た
が
、
民
事
行
政
審
議
会
は
、
昭
和
五
六
（
一
九
八
一
）
年
五
月
の
答
申
に
お
い
て
子
ど
も
の
名
に
用
い
る
文
字
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
従
来
通
り
の
制
限
方
式
を
維
持
す
る
こ
と
と
し
、
「
常
用
平
易
な
漢
字
」
の
範
囲
は
常
用
漢
字
表
に
掲
げ
る
漢
字
と
人
名
用

漢
字
別
表
お
よ
び
人
名
用
漢
字
追
加
表
に
掲
げ
る
漢
字
に
＝
疋
の
漢
字
を
さ
ら
に
追
加
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
新
た
に
五
四
字
を
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

名
用
漢
字
に
加
え
る
こ
と
を
提
言
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
法
務
省
は
新
し
い
「
人
名
漢
字
別
表
」
を
掲
げ
、
「
常
用
漢
字
表
」
の
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

定
と
同
時
に
、
戸
籍
法
施
行
規
則
六
〇
条
を
改
正
し
た
。
こ
れ
以
後
、
人
名
用
漢
字
に
関
し
て
は
一
応
国
語
政
策
そ
の
も
の
と
は
離
れ

て
、
民
事
行
政
政
策
の
問
題
と
し
て
、
法
務
省
の
取
り
扱
う
べ
き
事
項
と
な
っ
た
と
い
え
る
。
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そ
の
後
も
、
社
会
情
勢
の
変
化
も
あ
り
、
国
民
の
子
ど
も
の
名
前
に
対
す
る
好
み
の
変
化
が
進
み
、
こ
れ
ま
で
の
人
名
用
漢
字
の
範

囲
は
不
十
分
で
あ
る
と
し
て
、
漢
字
の
追
加
を
求
め
る
声
が
高
ま
っ
て
き
た
。
い
わ
ゆ
る
「
悪
魔
ち
ゃ
ん
」
事
件
も
名
前
に
対
す
る
親

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

の
好
み
の
変
化
を
示
す
も
の
と
い
え
る
が
、
戸
籍
法
お
よ
び
戸
籍
法
施
行
規
則
に
よ
る
命
名
に
関
す
る
制
限
に
対
す
る
不
満
や
命
名
に

関
す
る
自
由
を
求
め
る
声
が
あ
が
っ
て
き
て
、
人
名
用
漢
字
の
制
限
の
必
要
性
を
批
判
し
、
制
限
の
撤
廃
を
求
め
る
意
見
も
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
平
成
元
（
一
九
八
九
）
年
二
月
、
法
務
大
臣
は
民
事
行
政
審
議
会
に
戸
籍
法
施
行

規
則
六
〇
条
の
取
り
扱
い
お
よ
び
名
に
つ
い
て
の
漢
字
の
取
り
扱
い
に
対
す
る
意
見
を
求
め
る
諮
問
を
お
こ
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し

て
、
民
事
行
政
審
議
会
は
平
成
二
（
一
九
九
〇
）
年
一
月
に
、
な
お
人
名
用
漢
字
を
制
限
す
る
方
式
を
維
持
し
つ
つ
、
戸
籍
法
施
行
規

則
六
〇
条
が
規
定
す
る
子
の
名
に
用
い
る
こ
と
の
で
き
る
漢
字
と
し
て
新
た
に
＝
八
字
を
追
加
す
る
も
の
と
す
る
答
申
を
お
こ
な
つ

（
1
7
）

た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
戸
籍
法
施
行
規
則
別
表
の
「
子
の
名
に
用
い
る
こ
と
の
で
き
る
漢
字
一
覧
」
に
一
一
八
字
を
追
加
す
る
改
正
が

お
こ
な
わ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
人
名
に
使
用
で
き
る
漢
字
の
範
囲
は
大
幅
に
拡
大
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
後
、
前
掲
の
那
覇
家
庭
裁
判
所
平
成
九
（
一
九
九
七
）
年
＝
月
一
八
日
審
判
に
お
い
て
、
「
琉
」
の
字
を
子
ど
も

の
名
に
用
い
た
出
生
届
を
受
理
す
る
こ
と
を
命
じ
る
判
断
が
出
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
人
名
用
漢
字
の
問
題
が
再
び
注
目

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
那
覇
家
庭
裁
判
所
審
判
の
結
果
を
受
け
て
、
法
務
省
は
民
事
行
政
審
議
会
へ
の
諮
問
を
経
る
こ
と
な
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
＞

直
ち
に
「
琉
」
の
字
を
「
子
の
名
に
用
い
る
こ
と
の
で
き
る
漢
字
一
覧
」
の
戸
籍
法
施
行
規
則
別
表
に
追
加
す
る
改
正
を
お
こ
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
前
掲
の
平
成
一
五
年
の
最
高
裁
判
所
決
定
の
後
に
は
、
問
題
と
な
っ
た
「
曽
」
を
別
表
に
追
加
し
、
そ
の
後
、
争
い
と
な
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

た
事
案
が
出
る
た
び
に
、
「
獅
」
、
「
駕
」
、
「
毘
」
、
「
瀧
」
が
別
表
に
追
加
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
法
務
省
は
、
人
名
用
漢
字

に
つ
い
て
、
民
事
行
政
審
議
会
の
方
針
通
り
に
、
制
限
方
式
を
維
持
し
な
が
ら
、
問
題
が
生
じ
る
た
び
ご
と
に
、
個
別
具
体
的
に
特
定

の
「
漢
字
」
を
人
名
用
漢
字
と
し
て
認
め
る
か
ど
う
か
を
判
断
し
た
上
で
、
人
名
用
漢
字
と
し
て
追
加
し
て
い
く
姿
勢
を
示
し
て
き
た
。
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そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
平
成
一
六
（
二
〇
〇
四
）
年
二
月
、
法
務
大
臣
は
法
制
審
議
会
に
対
し
て
「
子
の
名
に
用
い
る
こ
と
の

で
き
る
漢
字
（
人
名
用
漢
字
）
の
範
囲
の
見
直
し
（
拡
大
）
」
に
つ
い
て
諮
問
を
お
こ
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
応
し
て
、
法
制
審
議
会
で

は
人
名
用
漢
字
部
会
を
設
置
し
、
人
名
用
漢
字
に
よ
る
制
限
方
式
の
問
題
を
含
め
て
t
字
種
お
よ
び
字
体
の
選
定
に
つ
い
て
の
審
議
を

お
こ
な
っ
た
。
法
制
審
議
会
で
は
、
制
限
方
式
に
つ
い
て
は
、
戸
籍
法
五
〇
条
一
．
項
が
「
常
用
平
易
な
文
字
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
規
定
し
、
立
法
当
初
か
ら
人
名
用
漢
字
に
つ
い
て
制
限
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
こ
と
、
子
ど
も
に
複
雑
か
つ
難
解
な

名
が
付
け
ら
れ
る
と
社
会
生
活
に
お
い
て
本
人
や
関
係
者
に
不
便
や
支
障
が
生
じ
る
こ
と
、
人
名
用
漢
字
の
制
限
方
式
が
長
年
の
間
に

十
分
定
着
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
従
来
の
民
事
行
政
審
議
会
の
答
申
と
同
様
に
制
限
方
式
を
維
持
す
べ
き
も
の
と
し
た
。
人
名
用

漢
字
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
検
討
が
国
民
の
要
望
等
を
も
と
に
し
て
、
「
人
の
名
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
か
ど
う
か
」
と
い
う
点

に
重
点
を
置
い
て
審
議
し
て
き
た
傾
向
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
戸
籍
法
五
〇
条
一
．
項
で
は
「
常
用
平
易
な
文
字
を
用
い
る
」

こ
と
を
要
求
す
る
だ
け
で
あ
り
、
「
人
の
名
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
」
と
い
う
要
件
が
特
別
に
求
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
最
高

裁
判
所
平
成
一
五
年
決
定
に
お
い
て
も
「
社
会
通
念
上
善
ら
か
に
常
用
平
易
と
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
」
と
い
う
観
点
が
重
視
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
審
議
が
進
め
ら
れ
た
。
こ
の
審
議
に
お
い
て
、
人
名
用
漢
字
部
会
で
は
「
常
用
平
易
か
ど
う
か
」
の
検
討
の

対
象
枠
と
し
て
、
J
I
S
漢
字
の
第
一
水
準
お
よ
び
第
二
水
準
の
漢
字
の
中
か
ら
、
「
常
用
漢
字
表
」
に
掲
げ
ら
れ
た
漢
字
、
「
人
名
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

漢
字
表
」
に
掲
げ
ら
れ
た
漢
字
、
「
人
名
用
漢
字
別
表
」
に
掲
げ
ら
れ
た
漢
字
お
よ
び
許
容
字
体
を
除
い
た
も
の
が
挙
げ
ら
れ
た
。
そ

し
て
、
J
I
S
第
一
水
準
の
漢
字
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て
常
用
平
易
性
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
前
提
で
検
討
さ
れ
、
J
I
S
第
二
水

準
の
漢
字
に
つ
い
て
は
常
用
平
易
性
を
個
別
に
考
察
し
、
常
用
平
易
性
が
認
め
ら
れ
る
も
の
を
人
名
用
漢
字
と
し
て
追
加
す
る
こ
と
が

相
当
で
あ
る
と
い
う
判
断
の
も
と
で
検
討
を
進
め
た
。
ま
た
、
国
語
審
議
会
が
平
成
一
二
（
二
〇
〇
〇
）
年
一
二
月
に
答
申
し
た
「
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
a
＞

外
漢
字
字
体
表
」
の
作
成
の
際
に
使
用
さ
れ
た
「
漢
字
出
現
頻
度
数
調
査
（
2
）
」
の
結
果
を
活
用
し
た
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
検
討
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さ
れ
た
結
果
、
現
在
人
名
用
漢
字
に
含
ま
れ
て
い
な
い
J
I
S
第
一
水
準
の
漢
字
七
七
〇
字
に
つ
い
て
、
「
漢
字
出
現
頻
度
数
調
査

（
2
）
」
に
よ
る
出
現
頻
度
を
考
慮
し
、
五
〇
三
字
を
常
用
平
易
と
判
断
し
た
。
そ
れ
以
外
の
J
I
S
第
一
水
準
の
漢
字
お
よ
び
第
二

水
準
以
下
の
漢
字
に
つ
い
て
は
、
上
記
の
出
現
頻
度
や
要
望
の
有
無
な
ど
を
総
合
的
に
考
慮
し
て
、
七
五
字
が
選
定
さ
れ
た
。

　
こ
れ
ら
の
漢
字
合
計
五
七
八
字
目
つ
い
て
、
法
務
省
は
平
成
＝
ハ
（
二
〇
〇
四
）
年
六
月
＝
日
か
ら
七
月
九
日
ま
で
の
間
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
で
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
を
実
施
し
た
。
こ
れ
に
寄
せ
ら
れ
た
意
見
数
は
＝
二
〇
八
件
で
あ
り
、
こ
れ
を
参
考
に

し
て
、
人
名
用
部
会
に
お
い
て
審
議
が
再
開
さ
れ
た
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
の
意
見
の
中
で
「
人
名
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
」
と
し

て
削
除
を
求
め
る
漢
字
は
四
八
九
字
に
及
ん
だ
。
こ
の
う
ち
、
削
除
を
求
め
る
意
見
が
一
〇
〇
件
以
上
あ
っ
た
「
糞
」
、
「
屍
」
、
「
呪
」

な
ど
九
字
を
削
除
す
る
こ
と
が
人
名
用
漢
字
部
会
で
決
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
そ
の
後
、
部
会
委
員
の
過
半
数
が
社
会
通
念
上
明
ら
か
に

不
適
切
と
判
断
し
た
七
九
字
を
削
除
し
、
合
計
八
八
字
が
削
ら
れ
た
。
逆
に
、
人
名
用
漢
字
と
し
て
採
用
す
べ
き
と
い
う
意
見
が
多
く

寄
せ
ら
れ
た
「
掬
」
が
追
加
さ
れ
た
。
以
上
の
よ
う
な
審
議
を
経
て
、
九
月
、
法
制
審
議
会
総
会
に
お
い
て
、
人
名
用
漢
字
部
会
の
結

論
を
了
承
す
る
形
で
、
人
名
用
漢
字
に
関
す
る
制
限
方
式
を
維
持
す
る
こ
と
、
四
八
八
字
を
人
名
用
漢
字
と
し
て
追
加
す
る
こ
と
が
法

制
審
議
会
の
意
見
と
さ
れ
、
法
務
大
臣
に
答
申
さ
れ
た
。
こ
の
答
申
を
受
け
て
、
法
務
省
は
戸
籍
法
施
行
規
則
別
表
を
全
面
改
正
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

従
来
の
人
名
用
漢
字
二
九
〇
字
に
四
八
八
字
お
よ
び
許
容
字
体
二
〇
五
字
を
加
え
た
合
計
九
八
三
字
を
「
漢
字
の
表
」
と
し
て
掲
げ
た
。
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三
　
審
判
例
の
分
析

　
戸
籍
法
施
行
規
則
が
定
め
る
「
人
名
用
漢
字
」
以
外
の
漢
字
を
子
の
名
に
用
い
た
出
生
届
が
問
題
と
な
っ
た
審
判
例
は
そ
れ
ほ
ど
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

く
な
い
。
東
京
高
等
裁
判
所
昭
和
二
六
（
一
九
五
一
）
年
四
月
九
日
決
定
が
最
初
の
事
案
で
あ
る
。
こ
の
事
案
で
は
、
「
瑛
」
お
よ
び
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「
玖
」
の
字
が
問
題
と
な
っ
た
が
、
裁
判
所
は
戸
籍
事
務
管
掌
者
と
し
て
の
市
区
町
村
長
の
不
受
理
処
分
を
合
法
と
認
め
、
戸
籍
法
施

行
規
則
が
認
め
て
い
る
漢
字
以
外
の
漢
字
を
用
い
て
付
け
ら
れ
た
名
の
子
の
出
生
届
の
受
理
を
命
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
た
。
人

名
用
漢
字
の
制
限
は
公
共
の
福
祉
の
た
め
に
必
要
で
あ
り
、
戸
籍
法
五
〇
条
お
よ
び
戸
籍
法
施
行
規
則
六
〇
条
に
よ
っ
て
人
名
用
漢
字

を
当
用
漢
字
に
制
限
し
た
こ
と
は
憲
法
の
ど
の
規
定
に
も
反
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
旨
を
述
べ
て
、
出
生
届
不
受
理
処
分
に
対
す

る
不
服
申
立
て
を
却
下
し
た
原
審
の
判
断
は
正
当
で
あ
る
と
し
て
、
即
時
抗
告
を
棄
却
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
勿
）

　
東
京
家
庭
裁
判
所
昭
和
四
九
（
一
九
七
四
）
年
四
月
九
日
審
判
は
「
沙
」
と
「
羅
」
の
文
字
が
問
題
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
子
ど

も
に
「
沙
羅
」
と
い
う
名
を
付
け
た
出
生
届
に
つ
い
て
、
戸
籍
法
五
〇
条
に
違
反
す
る
と
し
て
届
出
の
受
理
を
拒
否
し
た
区
長
の
処
分

に
対
し
て
、
戸
籍
法
一
一
九
条
に
基
づ
き
父
親
が
不
服
申
立
て
を
お
こ
な
っ
た
。
父
親
は
常
用
平
易
な
文
字
の
範
囲
は
時
代
の
推
移
に

応
じ
て
適
正
に
改
正
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
「
沙
」
や
「
羅
」
の
文
字
が
常
用
平
易
な
文
字
で
な
い
と
す
る
の
は
命
名
の
自
由
を
侵
害

し
て
違
法
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
裁
判
所
は
、
戸
籍
法
五
〇
条
二
項
は
常
用
平
易
な
文
字
の
判
別
の
困
難
さ
か
ら
来

る
支
障
を
避
け
る
た
め
に
常
用
平
易
な
文
字
の
範
囲
を
命
令
に
委
任
し
、
命
令
に
よ
っ
て
そ
の
範
囲
の
明
確
化
を
図
っ
た
も
の
と
解
さ

れ
、
し
た
が
っ
て
、
命
令
で
定
め
る
常
用
平
易
な
文
字
に
個
々
的
に
み
れ
ば
多
少
の
難
点
が
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
が
委
任
の
趣
旨
や

目
的
を
著
し
く
逸
脱
し
て
い
な
い
限
り
、
そ
の
命
令
は
適
法
有
効
で
あ
り
、
命
令
権
者
、
戸
籍
事
務
管
掌
者
は
も
と
よ
り
、
家
庭
裁
判

所
も
こ
れ
に
拘
束
さ
れ
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
、
「
沙
」
お
よ
び
「
羅
」
の
漢
字
を
子
ど
も
の
名
に
用
い
る
こ
と
は
で
き

な
い
旨
を
述
べ
た
。
常
用
平
易
な
文
字
の
範
囲
の
判
断
は
国
語
政
策
な
い
し
立
法
論
で
あ
り
、
望
ま
し
い
改
正
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
と

し
て
も
、
そ
れ
を
理
由
に
戸
籍
法
施
行
規
則
六
〇
条
の
規
定
が
無
効
と
な
る
も
の
で
は
な
い
旨
を
付
け
加
え
て
い
る
。
し
か
し
、
出
生

届
を
不
受
理
処
分
に
し
た
区
長
の
判
断
に
つ
い
て
は
不
適
切
と
し
て
、
「
名
未
定
」
の
出
生
届
と
し
て
受
理
す
る
こ
と
を
区
長
に
命
じ

（
2
5
＞

た
。
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田野

　
奈
良
家
庭
裁
判
所
昭
和
六
二
（
↓
九
八
七
）
年
＝
月
一
九
日
審
判
で
は
「
舜
」
の
字
が
問
題
と
な
っ
た
が
、
東
京
高
等
裁
判
所
昭

和
二
⊥
ハ
年
決
定
と
同
様
に
、
出
生
届
の
不
受
理
処
分
に
対
す
る
不
服
申
立
て
を
却
下
し
た
も
の
で
あ
る
。
戸
籍
法
五
〇
条
二
年
半
「
常

用
平
易
な
文
字
の
範
囲
は
、
命
令
で
こ
れ
を
定
め
る
」
と
規
定
し
、
こ
れ
を
受
け
て
戸
籍
法
施
行
規
則
六
〇
条
が
子
の
名
に
用
い
る
こ

と
の
で
き
る
文
字
を
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
「
常
用
平
易
な
文
字
」
を
制
限
的
に
列
挙
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
例

示
的
に
列
挙
し
た
も
の
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
旨
を
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
常
用
漢
字
お
よ
び
人
名
用
漢
字
が
常
用
平

易
な
文
字
を
網
羅
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
議
論
の
余
地
が
あ
る
と
し
て
も
、
常
用
平
易
な
文
字
と
し
て
妥
当
な
範
囲
を
挙
げ
た

も
の
で
、
不
合
理
と
は
い
え
ず
、
「
舜
」
の
文
字
が
平
易
な
文
字
に
当
た
る
と
し
て
も
常
用
さ
れ
て
い
る
も
の
と
は
い
え
な
い
と
付
け

加
え
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
出
生
届
を
受
理
し
な
か
っ
た
市
長
の
処
分
は
正
当
で
あ
る
と
し
て
、
出
生
届
の
受
理
を
求
め
る
申
立
て
に

　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

は
理
由
が
な
い
と
し
た
。

　
さ
ら
に
、
「
凛
」
に
関
す
る
福
岡
高
等
裁
判
所
平
成
一
四
（
二
〇
〇
二
）
年
一
〇
月
三
一
日
決
定
も
上
記
の
審
判
例
と
同
様
の
立
場

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
戸
籍
法
施
行
規
則
で
定
め
て
い
る
文
字
以
外
の
字
を
用
い
て
子
の
名
を
記
載
し
た
出
生
届
の
受
理
を
市
町
村

長
に
命
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
特
段
の
理
由
が
存
在
す
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
「
凛
」
の
字
が
戸
籍
法

施
行
規
則
六
〇
条
に
定
め
ら
れ
て
い
る
「
凛
」
の
字
の
俗
字
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
正
字
で
あ
る
「
凛
」
の
字
を
用
い
る
こ
と
が
で

き
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
え
て
俗
字
で
あ
る
「
凛
」
の
字
の
使
用
を
認
め
る
ま
で
の
必
要
性
は
な
い
と
い
う
趣
旨
を
付
け
加
え
て
い

る
。　

上
記
の
審
判
例
で
は
、
人
名
用
に
用
い
る
こ
と
の
で
き
る
文
字
に
つ
い
て
、
名
前
の
持
つ
公
共
性
や
社
会
性
の
観
点
か
ら
名
に
用
い

る
こ
と
の
で
き
る
文
字
に
関
す
る
制
限
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
、
戸
籍
法
施
行
規
則
六
〇
条
が
定
め
て
い
る
「
常
用
平
易
な

文
字
」
と
し
て
の
「
人
名
用
漢
字
」
の
範
囲
の
適
切
性
お
よ
び
合
理
性
を
承
認
す
る
態
度
を
示
し
て
い
る
。
仮
に
、
人
名
用
漢
字
の
範
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囲
に
疑
問
が
あ
る
と
し
て
も
、
特
定
の
文
字
が
「
常
用
平
易
か
ど
う
か
」
を
戸
籍
事
務
担
当
者
お
よ
び
管
掌
者
が
実
質
的
に
審
査
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
を
認
め
、
戸
籍
法
施
行
規
則
に
従
っ
た
処
理
を
せ
ざ
る
を
え
な
い
も
の
と
判
断
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
問

題
が
「
国
語
政
策
」
な
い
し
「
立
法
政
策
」
の
問
題
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
審
判
例
に
対
し
て
、
人
名
用
漢
字
以
外
の
漢
字
を
用
い
た
出
生
届
の
受
理
を
命
じ
た
審
判
例
と
し
て
、
次
の
も
の
が
あ
げ

ら
れ
る
。
「
悠
」
の
字
に
関
す
る
東
京
家
庭
裁
判
所
昭
和
四
八
（
一
九
七
三
）
年
＝
月
三
〇
日
審
判
、
「
琉
」
の
字
に
関
す
る
前
掲
の

那
覇
家
庭
裁
判
所
平
成
九
（
一
九
九
七
）
年
一
一
月
一
八
日
審
判
、
「
凛
」
の
字
に
関
す
る
福
岡
高
等
裁
判
所
平
成
一
四
年
一
〇
月
三

一
日
決
定
の
原
審
で
あ
る
佐
賀
家
庭
裁
判
所
唐
津
支
部
平
成
一
四
（
二
〇
〇
二
）
年
八
月
八
日
審
判
、
「
曽
」
の
字
に
関
す
る
最
高
裁

判
所
平
成
一
五
（
二
〇
〇
三
）
年
一
二
月
二
五
日
決
定
、
「
獅
」
の
字
に
関
す
る
横
浜
家
庭
裁
判
所
平
成
＝
ハ
（
二
〇
〇
四
）
年
五
月

六
日
審
判
な
ど
が
あ
り
、
最
近
で
は
む
し
ろ
こ
の
立
場
の
方
が
優
勢
と
い
え
る
。

　
東
京
家
庭
裁
判
所
昭
和
四
八
年
一
一
月
三
〇
日
審
判
で
は
、
「
悠
」
と
い
う
漢
字
は
当
用
漢
字
表
に
も
、
人
名
用
漢
字
別
表
に
も
入
っ

て
い
な
い
こ
と
を
認
め
、
「
悠
」
の
画
数
が
一
二
画
で
あ
り
、
「
悠
久
」
や
「
悠
々
自
適
」
な
ど
の
熟
語
と
し
て
日
常
的
に
多
用
さ
れ
て

い
る
と
い
う
事
実
を
認
め
た
上
で
、
特
に
難
解
な
文
字
と
す
る
理
由
は
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
戸
籍
法
五
〇
条
二
項
に
よ
っ

て
委
任
さ
れ
た
戸
籍
法
施
行
規
則
六
〇
条
が
子
の
名
に
用
い
る
漢
字
を
当
用
漢
字
お
よ
び
人
名
用
漢
字
に
制
限
し
た
こ
と
を
国
語
政
策

に
即
応
し
た
妥
当
な
処
置
で
あ
り
、
戸
籍
事
務
担
当
者
が
表
に
な
い
漢
字
を
用
い
た
出
生
届
の
受
理
を
認
め
な
い
と
す
る
実
務
の
取
扱

い
も
正
当
で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
当
用
漢
字
表
お
よ
び
人
名
用
漢
字
別
表
に
な
い
漢
字
の
使
用
を
禁
止
す
る
と
い
う
も
の
で
は
な

く
、
戸
籍
事
件
に
つ
い
て
市
町
村
長
の
処
分
に
つ
い
て
不
服
の
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
戸
籍
法
五

〇
条
の
趣
旨
が
、
個
々
の
場
合
に
、
実
情
に
即
し
て
、
家
庭
裁
判
所
の
判
断
に
よ
っ
て
表
外
漢
字
を
子
の
名
に
用
い
た
出
生
届
の
受
理

を
認
容
す
る
余
地
を
残
し
た
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
「
悠
」
の
字
を
子
の
名
に
用
い
た
出
生

18532巻34号



説論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

届
の
受
理
を
命
じ
て
い
る
。

　
那
覇
家
庭
裁
判
所
平
成
九
年
＝
月
一
八
日
審
判
は
、
戸
籍
法
施
行
規
則
六
〇
条
で
定
め
ら
れ
て
い
る
子
の
名
に
用
い
る
こ
と
の
で

き
る
文
字
は
限
定
的
に
列
挙
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
特
別
家
事
審
判
規
則
一
五
条
の
趣
旨
か
ら
す
れ
ば
、
家
庭
裁
判
所
は
具
体
的
事

件
に
お
い
て
事
後
的
な
個
別
判
断
を
お
こ
な
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
し
て
、
「
琉
」
を
名
と
す
る
出
生
届
の
受
理
を
那
覇
市
長
に
命

じ
た
も
の
で
あ
廼
。
審
判
は
・
ま
ず
・
子
の
名
に
用
い
る
こ
と
の
で
き
る
文
字
を
制
限
す
る
に
至
っ
た
経
緯
と
そ
の
後
の
人
名
用
漢
字

に
関
す
る
変
化
に
つ
い
て
述
べ
、
さ
ら
に
昭
和
六
三
年
頃
の
戸
籍
事
務
窓
口
に
対
す
る
調
査
で
は
「
琉
」
の
字
が
沖
縄
に
お
い
て
使
用

希
望
の
多
か
っ
た
漢
字
で
あ
っ
た
こ
と
、
沖
縄
県
戸
籍
住
民
基
本
台
帳
事
務
協
議
会
が
平
成
九
年
に
「
琉
」
の
字
を
人
名
に
使
用
で
き

る
よ
う
に
要
望
し
て
い
た
こ
と
、
那
覇
市
長
が
戸
籍
事
務
管
掌
者
と
し
て
は
こ
の
出
生
届
を
受
理
で
き
な
い
た
め
家
庭
裁
判
所
の
審
判

に
よ
っ
て
受
理
を
命
じ
て
も
ら
う
以
外
の
方
法
は
な
い
と
い
う
趣
旨
の
意
見
を
述
べ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
申
立

人
の
戸
籍
法
五
〇
条
お
よ
び
戸
籍
法
施
行
規
則
六
〇
条
が
憲
法
一
三
条
等
に
違
反
す
る
と
い
う
主
張
に
対
し
て
は
、
名
の
持
つ
社
会
的

機
能
か
ら
の
制
限
の
必
要
性
や
、
人
名
用
漢
字
の
範
囲
に
つ
い
て
国
民
の
要
望
を
考
慮
し
て
数
回
に
わ
た
り
追
加
し
て
き
た
経
緯
を
指

摘
し
、
名
を
何
ら
の
制
限
も
な
く
自
由
に
選
択
で
き
る
権
利
が
子
ど
も
と
そ
の
両
親
に
憲
法
上
保
障
さ
れ
て
い
る
と
ま
で
は
い
え
な
い

こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
戸
籍
事
務
管
掌
者
で
あ
る
市
長
が
「
常
用
平
易
な
文
字
か
ど
う
か
」
に
つ
い
て
実
質
的
に
判
断
し
て
受

理
す
べ
き
で
あ
る
と
い
・
？
王
張
に
対
し
て
は
、
戸
籍
法
施
行
規
則
六
〇
条
で
定
め
て
い
る
子
の
名
に
用
い
る
こ
と
の
で
き
る
文
字
は
単

な
る
例
示
で
は
な
く
、
限
定
列
挙
さ
れ
た
と
解
す
る
べ
き
で
あ
り
、
市
町
村
長
は
こ
れ
に
従
っ
た
戸
籍
行
政
事
務
を
お
こ
な
、
尺
ば
足
り
、

市
長
が
実
質
的
な
判
断
に
よ
っ
て
出
生
届
を
例
外
的
に
受
理
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
最
後
に
、
家
庭
裁
判
所
の
判
断

に
よ
っ
て
出
生
届
の
受
理
を
命
じ
る
べ
き
と
す
る
主
張
に
対
し
て
、
「
家
庭
裁
判
所
は
、
子
の
名
に
使
用
で
き
る
文
字
が
限
定
列
挙
さ

れ
て
い
る
こ
と
の
趣
旨
を
尊
重
し
つ
つ
も
、
具
体
的
事
件
に
お
い
て
は
個
別
判
断
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
」
と
述
べ
て
、
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裁
判
所
の
実
質
的
判
断
の
可
能
性
を
承
認
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
「
琉
」
の
字
自
体
は
戸
籍
法
施
行
規
則
六
〇
条
に
列
挙
さ
れ
て
い

る
他
の
文
字
と
比
較
し
て
も
平
易
で
あ
る
こ
と
、
「
琉
」
の
字
が
沖
縄
県
に
お
炉
て
は
歴
史
的
背
景
か
ら
し
て
も
非
常
に
重
要
な
意
味

を
持
つ
字
で
あ
る
こ
と
、
「
琉
」
の
字
の
使
用
に
対
す
る
国
民
の
潜
在
的
な
希
望
が
相
当
程
度
あ
る
と
み
ら
れ
る
こ
と
、
本
件
申
立
人

で
あ
る
両
親
の
真
摯
な
命
名
の
希
望
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
、
人
名
用
漢
字
と
し
て
の
追
加
の
実
現
が
い
つ
に
な
る
か
予
測
で
き
な
い

こ
と
な
ど
を
指
摘
し
、
「
琉
」
の
名
の
出
生
届
の
不
受
理
処
分
お
よ
び
名
未
定
の
出
生
届
の
受
理
処
分
を
取
消
し
、
相
当
な
処
分
と
し

て
子
の
名
を
「
琉
」
と
す
る
出
生
届
の
受
理
を
命
じ
る
の
が
相
当
で
あ
る
と
い
う
結
論
を
示
し
た
。

　
最
高
裁
判
所
平
成
一
五
年
一
二
月
二
五
日
決
定
の
事
案
は
、
「
曽
」
の
字
を
子
の
名
に
用
い
た
出
生
届
の
追
完
届
の
不
受
理
処
分
に

対
す
る
不
服
申
立
て
事
件
で
あ
る
。
原
々
審
で
あ
る
札
幌
家
庭
裁
判
所
平
成
一
五
年
二
月
二
七
日
審
判
は
申
立
人
の
主
張
を
認
め
、
出

生
届
の
追
完
届
．
の
受
理
を
命
じ
た
。
区
長
が
抗
告
し
、
札
幌
高
等
裁
判
所
は
区
長
の
抗
告
を
棄
却
し
た
た
め
、
区
長
は
戸
籍
法
五
〇
条

お
よ
び
戸
籍
法
施
行
規
則
六
〇
条
の
解
釈
お
よ
び
適
用
の
誤
り
と
過
去
の
高
等
裁
判
所
判
例
と
の
相
反
を
理
由
と
し
て
許
可
抗
告
を
申

立
て
、
許
可
さ
れ
、
こ
れ
に
対
し
て
出
さ
れ
た
決
定
で
あ
る
。

　
適
々
審
判
は
、
戸
籍
法
施
行
規
則
六
〇
条
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
子
の
名
に
用
い
る
こ
と
の
で
き
る
文
字
は
限
定
列
挙
で
あ
っ
て
、
市

町
村
長
は
こ
れ
に
従
っ
た
行
政
事
務
を
お
こ
な
え
ば
足
り
る
と
し
た
上
で
、
戸
籍
法
＝
八
条
お
よ
び
特
別
家
事
審
判
規
則
一
五
条

が
、
戸
籍
事
件
に
つ
い
て
不
服
申
立
て
を
許
し
、
不
服
申
立
て
に
理
由
が
あ
る
と
き
に
は
家
庭
裁
判
所
は
市
町
村
長
に
相
当
な
処
分
を

す
る
よ
う
命
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
趣
旨
を
指
摘
し
、
「
家
庭
裁
判
所
が
、
事
後
的
に
、
子
の
名
に
使
用
で
き

な
い
文
字
を
含
む
名
を
子
に
命
名
す
る
こ
と
が
相
当
か
否
か
判
断
し
、
新
た
に
市
町
村
長
に
出
生
届
や
追
完
届
を
受
理
す
る
よ
う
命
じ

る
こ
と
は
当
然
許
さ
れ
る
も
の
と
解
さ
れ
る
」
と
述
べ
、
「
そ
の
判
断
は
、
性
質
上
、
子
の
名
に
使
用
さ
れ
た
文
字
が
、
複
雑
、
難
解

な
漢
字
で
あ
り
、
命
名
さ
れ
た
本
人
や
周
囲
の
関
係
者
に
社
会
生
活
上
の
不
便
や
支
障
を
与
え
る
か
否
か
に
よ
っ
て
判
断
す
る
他
な
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い
」
と
し
て
、
「
曽
○
」
の
名
は
、
戸
籍
法
五
〇
条
お
よ
び
戸
籍
法
施
行
規
則
六
〇
条
の
趣
旨
に
照
ら
し
て
も
、
妥
当
性
を
持
つ
名
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
3
0
」

あ
る
と
判
断
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
札
幌
高
等
裁
判
所
の
原
審
決
定
は
、
原
々
審
判
の
判
断
を
支
持
し
、
戸
籍
法
制
〇
条
お
よ
び
戸
籍
法
施
行
規
則
六
〇
条
の
趣
旨
の
合

理
性
を
認
め
た
上
で
、
社
会
通
念
に
照
ら
し
て
明
ら
か
に
常
用
平
易
な
文
字
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
文
字
に
つ
い
て
、
戸
籍
法
施
行
規

則
六
〇
条
が
こ
れ
を
常
用
平
易
な
文
字
と
し
て
列
挙
し
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
文
字
に
関
す
る
限
度
で
は
、
戸
籍
法
五
〇
条
の
趣
旨
に

反
す
る
も
の
と
し
て
違
法
と
な
り
、
戸
籍
事
務
管
掌
者
は
そ
の
文
字
が
戸
籍
法
施
行
規
則
六
〇
条
に
列
挙
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
理
由

と
し
て
出
生
届
を
不
受
理
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
と
解
さ
れ
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
曽
」
の
字
を
構
成
要
素
と
し
て

含
む
常
用
漢
字
に
は
「
僧
」
、
「
増
」
、
「
贈
」
、
「
憎
」
、
「
層
」
な
ど
が
あ
る
こ
と
、
「
曽
」
の
字
を
含
む
氏
と
し
て
「
中
曽
根
」
や
「
曽

我
」
な
ど
広
く
国
民
に
知
ら
れ
て
い
る
氏
が
あ
る
こ
と
、
「
木
曽
川
」
な
ど
河
川
名
や
地
名
に
も
「
曽
」
の
字
を
含
む
も
の
が
多
数
存
在

し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
挙
げ
て
、
「
曽
」
の
字
は
社
会
通
念
に
照
ら
し
て
明
ら
か
に
常
用
平
易
な
文
字
で
あ
っ
て
、
戸
籍
法
施
行
規
則

六
〇
条
が
こ
れ
を
常
用
平
易
な
文
字
と
し
て
列
挙
し
て
い
な
い
こ
と
は
戸
籍
法
五
〇
条
の
趣
旨
に
明
ら
か
に
反
す
る
も
の
と
し
て
違
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

で
あ
り
、
戸
籍
事
務
管
掌
者
は
子
の
名
に
「
曽
」
の
字
が
用
い
ら
れ
た
出
生
届
を
不
受
理
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
結
論
し
て
い
る
。

　
最
高
裁
判
所
決
定
も
、
斑
々
審
判
お
よ
び
原
審
決
定
の
趣
旨
と
同
様
の
こ
と
を
述
べ
て
、
区
長
か
ら
の
抗
告
を
棄
却
し
た
。
ま
ず
、

戸
籍
法
五
〇
条
｝
項
の
趣
旨
に
つ
い
て
「
従
来
、
子
の
名
に
用
い
ら
れ
た
漢
字
に
は
極
め
て
複
雑
か
つ
難
解
な
も
の
が
多
く
、
そ
の
た

め
命
名
さ
れ
た
本
人
や
関
係
者
に
社
会
生
活
上
、
多
大
の
不
便
や
支
障
を
生
じ
さ
せ
た
こ
と
か
ら
、
子
の
名
に
用
い
ら
れ
る
べ
き
文
字

を
常
用
平
易
な
文
字
に
制
限
し
、
こ
れ
を
簡
易
な
ら
し
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
と
解
さ
れ
る
」
と
す
る
。
戸
籍
法
曹
〇
条
二
項

に
よ
る
委
任
の
趣
旨
は
「
当
該
文
字
が
常
用
平
易
な
文
字
で
あ
る
か
否
か
は
、
社
会
通
念
に
基
づ
い
て
判
断
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る

が
、
そ
の
範
囲
は
、
必
ず
し
も
一
義
的
に
明
ら
か
で
は
な
く
、
時
代
の
推
移
、
国
民
意
識
の
変
化
等
の
事
情
に
よ
っ
て
も
変
わ
り
得
る
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も
の
で
あ
り
、
専
門
的
な
観
点
か
ら
の
検
討
を
必
要
と
す
る
上
、
上
記
の
事
情
の
変
化
に
適
切
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
そ
の
範
囲
の
確
定
を
法
務
省
令
に
ゆ
だ
ね
た
も
の
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
戸
籍
法
施
行
規
則
六
、
○
条
が
社
会
通
念
上

常
用
平
易
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
文
字
を
子
の
名
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
文
字
と
し
て
定
め
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
戸
籍
法
五
〇

条
一
項
が
許
容
し
て
い
な
い
文
字
使
用
の
範
囲
制
限
を
加
え
た
こ
と
に
な
り
、
そ
の
限
り
で
戸
籍
法
の
委
任
の
趣
旨
を
逸
脱
し
、
違
法
、

無
効
と
解
す
べ
き
で
あ
る
旨
を
述
べ
る
。
し
た
が
っ
て
、
戸
籍
事
務
管
掌
者
は
そ
の
文
字
を
子
の
名
に
用
い
た
出
生
届
を
受
理
し
な
い

こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
裁
判
所
が
以
上
の
点
に
つ
い
て
審
査
し
、
決
定
す
る
権
限
を
有
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
と
し
て
、
当
該
文

字
が
社
会
通
念
上
明
ら
か
に
常
用
平
易
な
文
字
と
認
め
ら
れ
る
と
き
に
は
、
当
該
市
長
に
対
し
て
当
該
出
生
届
の
受
理
を
命
じ
る
こ
と

が
で
き
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
曽
」
の
字
に
つ
い
て
、
原
審
決
定
が
指
摘
し
た
事
項
を
考
慮
し
た
上
で
、
社
会
通
念
上
明
ら
か

に
常
用
平
易
な
文
字
で
あ
る
と
し
た
原
審
決
定
の
判
断
は
正
当
で
あ
る
と
い
う
判
断
を
示
し
た
。
こ
の
最
高
裁
判
所
決
定
は
、
前
記
の

と
お
り
判
断
が
分
か
れ
て
い
た
問
題
に
つ
い
て
最
高
裁
判
所
が
初
め
て
下
し
た
判
断
ど
し
て
注
目
さ
れ
る
。
戸
籍
実
務
に
も
大
き
な
影

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

響
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
戸
籍
法
施
行
規
則
の
改
正
に
も
影
響
を
与
え
た
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。

　
以
上
の
審
判
例
に
お
い
て
、
戸
籍
法
施
行
規
則
が
子
の
名
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
文
字
と
し
て
定
め
て
い
る
「
人
名
用
漢
字
」
以

外
の
漢
字
を
使
用
し
て
子
ど
も
に
命
名
し
た
出
生
届
に
対
す
る
市
区
町
村
長
の
不
受
理
処
分
に
対
す
る
不
服
申
立
て
事
件
に
お
い
て
、

家
庭
裁
判
所
が
問
題
と
な
っ
た
漢
字
が
「
常
用
平
易
な
文
字
か
ど
う
か
」
を
個
別
的
に
判
断
し
て
、
不
受
理
処
分
を
取
消
し
、
出
生
届

の
受
理
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
審
判
例
の
結
論
は
分
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
人
名
用
漢
字
以
外
の
漢
字

を
用
い
た
出
生
届
の
受
理
を
認
め
な
か
っ
た
審
判
例
に
し
て
も
、
こ
の
問
題
が
民
事
行
政
政
策
固
有
の
問
題
と
し
て
、
家
庭
裁
判
所
で

審
理
判
断
さ
れ
る
余
地
が
一
切
な
い
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
戸
籍
法
施
行
規
則
が
掲
げ
て
い
る
文
字
に
つ
い
て
、
多
少
の
難
点

が
あ
り
、
議
論
の
余
地
が
あ
る
と
し
て
も
、
人
名
用
漢
字
の
制
限
の
範
囲
は
不
合
理
で
は
な
い
と
判
断
し
、
あ
る
い
は
制
限
外
の
漢
字
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の
使
用
を
認
め
る
特
段
の
事
情
は
な
い
と
い
う
判
断
を
し
て
い
る
審
判
例
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
で
も
、
裁
判
所
が
漢
字
の
制

限
の
妥
当
性
を
検
証
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
ま
た
、
不
受
理
処
分
を
取
消
し
、
制
限
外
の
漢
字
を
使
用
し
た
出
生
届
の
受
理
を
市
区
町
村
長
に
命
じ
た
審
判
例
で
も
、
東
京
家
庭

裁
判
所
昭
和
四
八
年
審
判
な
ど
は
、
法
務
省
が
問
題
と
な
っ
た
漢
字
を
人
名
用
漢
字
と
し
て
定
め
な
か
っ
た
こ
と
を
違
法
と
す
る
こ
と

は
避
け
、
あ
る
い
は
戸
籍
事
務
管
掌
者
と
し
て
の
市
区
町
村
長
が
制
限
外
の
漢
字
を
使
用
し
た
出
生
届
を
不
受
理
と
し
た
処
分
を
違
法

と
は
せ
ず
に
、
家
庭
裁
判
所
の
個
別
具
体
的
判
断
と
し
て
、
当
該
漢
字
の
常
用
平
易
性
を
個
別
に
判
断
す
る
余
地
を
認
め
て
い
る
。
那

覇
家
庭
裁
判
所
審
判
は
、
そ
の
根
拠
と
し
て
、
特
別
家
事
審
判
規
則
一
五
条
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
審
判
に
対
し
て
、
最
高
裁
判

所
決
定
で
は
、
社
会
通
念
上
明
ら
か
に
常
用
平
易
な
文
字
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
子
の
名
に
用
い
る
こ
と
の
で
き
る
文
字

と
し
て
定
め
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
限
り
で
戸
籍
法
施
行
規
則
六
〇
条
は
戸
籍
法
五
〇
条
の
委
任
の
趣
旨
を
逸
脱
し
、
違
法
、
無

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
お
）

効
で
あ
る
と
判
断
し
て
お
り
、
そ
れ
ま
で
の
審
判
例
よ
り
も
一
歩
進
ん
だ
積
極
的
な
判
断
を
し
て
い
る
。
そ
の
点
に
お
い
て
、
従
来
の

審
判
例
と
の
違
い
が
あ
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
裁
判
所
が
特
定
の
文
字
が
常
用
平
易
な
文
字
か
否
か
を
審
査
し
、
判
断
す

る
権
限
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
点
で
は
共
通
し
て
い
る
。
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四
　
命
名
の
自
由
と
戸
籍
法
五
〇
条

　
子
ど
も
が
出
生
し
た
際
に
、
命
名
す
る
権
利
な
い
し
義
務
が
誰
に
存
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
明
確
な
規
定
は
存
在
し
な
い
。
一
般
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鈎
）

に
、
出
生
届
出
の
義
務
が
子
ど
も
の
父
母
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
命
名
権
は
父
母
に
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
命

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
3
5
＞

名
権
の
法
的
性
質
に
つ
い
て
は
、
見
解
の
対
立
が
あ
る
。
命
名
行
為
を
親
権
の
作
用
の
一
部
と
み
る
見
解
、
命
名
を
子
ど
も
の
固
有
の
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権
利
と
し
て
位
置
づ
け
、
親
権
者
で
あ
る
親
が
代
理
し
て
行
使
す
る
も
の
と
す
る
見
解
、
親
権
者
で
あ
る
親
が
事
務
管
理
と
し
て
代
行

す
る
と
い
う
見
解
な
ど
が
あ
る
。
い
ず
れ
の
見
解
に
し
て
も
、
子
ど
も
の
利
益
の
た
め
に
命
名
権
が
行
使
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
親
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

恣
意
的
な
命
名
行
為
は
慎
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
。
ひ
と
た
び
命
名
さ
れ
る
と
、
命
名
行
為
者
の
意
図
を
離
れ

て
、
名
が
社
会
に
お
い
て
一
つ
の
地
位
を
占
め
て
い
く
こ
と
を
指
摘
し
、
命
名
行
為
に
つ
い
て
は
内
在
的
制
約
が
あ
る
こ
と
が
強
調
さ

　
（
3
7
）

れ
る
。
親
の
命
名
の
際
に
は
、
名
の
持
つ
社
会
的
機
能
を
損
な
う
こ
と
が
な
・
い
よ
う
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
親
の
命
名
権
に
関
し
て
、
前
述
の
東
京
家
庭
裁
判
所
昭
和
四
九
年
四
月
九
日
審
判
で
は
、
命
名
の
自
由
を
認
め
つ
つ
も
、
「
出
生
し

た
子
に
い
か
な
る
名
が
付
け
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
は
、
そ
の
子
本
人
自
身
が
重
大
な
利
害
関
係
を
有
す
る
の
み
な
ら
ず
、
世
間
一
般
も

少
な
か
ら
ざ
る
利
害
関
係
を
有
す
る
も
め
と
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
故
、
命
名
権
者
の
有
す
る
命
名
の
自
由
も
、
こ
の
両
側
面
か
ら
の
内

在
的
制
約
を
免
れ
ず
、
難
解
、
卑
下
、
著
し
い
使
用
の
不
便
等
の
名
を
付
す
る
こ
と
は
原
則
と
し
て
許
さ
れ
な
い
も
の
と
解
す
べ
き
で

あ
る
。
戸
籍
法
五
〇
条
が
子
の
名
に
常
用
平
易
な
文
字
を
用
い
る
べ
き
旨
を
定
め
た
の
も
こ
の
趣
旨
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ

　
　
（
3
8
）

て
い
る
。
同
様
の
趣
旨
を
、
名
古
屋
家
庭
裁
判
所
一
宮
支
部
昭
和
三
入
年
一
〇
月
八
日
審
判
お
よ
び
抗
告
審
で
あ
る
名
古
屋
高
等
裁
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

所
昭
和
三
八
年
＝
月
九
日
決
定
も
指
摘
し
て
い
る
。
命
名
権
が
子
ど
も
の
利
益
の
た
め
に
行
使
さ
れ
る
べ
き
こ
と
と
、
名
の
持
つ
社

会
的
機
能
の
た
め
に
命
名
に
対
す
る
制
約
が
あ
る
こ
と
を
あ
げ
て
、
戸
籍
法
五
〇
条
が
常
用
平
易
な
文
字
の
使
用
を
規
定
し
た
趣
旨
も

そ
の
た
め
の
も
の
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
最
高
裁
判
所
昭
和
五
八
（
一
九
八
三
）
年
一
〇
月
＝
二
日
決
定
で
は
、
戸
籍
法
五
〇
条
に
よ
っ
て
名
に
用
い
る
こ
と
が
で
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

る
文
字
が
制
限
さ
れ
て
も
、
個
人
の
氏
名
選
択
の
自
由
を
制
限
し
、
憲
法
一
三
条
に
違
反
す
る
も
の
で
は
な
い
旨
を
述
べ
て
い
る
。
裁

判
所
は
、
戸
籍
の
公
証
性
か
ら
、
氏
名
の
選
択
に
つ
い
て
従
来
か
ら
の
伝
統
や
社
会
的
便
宜
を
考
慮
し
な
が
ら
一
定
の
制
限
を
設
け
て
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い
る
こ
と
を
認
め
、
戸
籍
法
の
規
定
に
か
か
わ
り
な
く
氏
名
を
選
択
し
、
戸
籍
上
そ
れ
を
公
示
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
一
般
的
な
自
由

や
権
利
が
国
民
に
あ
る
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。
こ
の
事
案
で
は
、
戸
籍
法
一
〇
七
条
二
項
に
基
づ
く
改
名
許
可
審

判
の
申
立
て
の
際
に
、
変
更
を
求
め
る
名
が
常
用
漢
字
お
よ
び
人
名
用
漢
字
に
な
か
っ
た
た
め
、
家
庭
裁
判
所
が
改
名
の
申
立
て
を
却

下
し
、
抗
告
審
に
お
い
て
も
抗
告
を
却
下
さ
れ
た
た
め
、
最
高
裁
判
所
に
特
別
抗
告
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
全
く
制
約
な
し
に
名
に
用

い
る
文
字
を
選
択
で
き
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
、
そ
の
よ
う
な
制
限
を
設
け
て
も
国
民
の
幸
福
追
求
権
を
阻
害
す
る
も
の
で
は
な
い

と
い
う
理
解
を
示
し
た
判
例
で
あ
る
。

　
人
名
用
漢
字
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
な
い
文
字
を
使
用
し
た
名
へ
の
変
更
の
申
立
て
に
つ
い
て
は
、
審
判
例
の
判
断
は
分
か
れ
て
い

る
。
一
方
で
、
改
名
の
場
合
に
も
戸
籍
法
五
〇
条
の
趣
旨
が
適
用
さ
れ
、
戸
籍
法
施
行
規
則
六
〇
条
に
掲
げ
ら
れ
て
い
な
い
文
字
を
使

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
4
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

聾
し
た
名
へ
の
変
更
を
認
め
な
い
と
す
る
審
判
例
が
あ
り
、
こ
れ
を
支
持
す
る
立
場
も
強
い
。
他
方
で
は
、
僧
侶
な
ど
職
業
上
の
必
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

性
が
あ
る
場
合
や
長
期
使
用
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
、
特
に
難
解
な
文
字
で
な
い
限
り
改
名
を
許
可
す
る
審
判
も
あ
る
。

　
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
日
本
に
お
い
て
使
用
さ
れ
て
い
る
漢
字
の
数
は
甚
だ
多
く
、
ま
た
そ
の
用
い
方
が
複
雑
で
あ
り
、
教
育
上
、

社
会
生
活
上
、
多
く
の
不
便
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
れ
を
制
限
し
、
国
民
の
生
活
能
率
を
上
げ
、
文
化
水
準
を
高
め
る
こ
と
に
資
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）

る
べ
く
、
昭
和
二
一
（
↓
九
四
六
）
年
に
「
当
用
漢
字
表
」
が
策
定
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
「
当
用
漢
字
表
」
は
、
法
令
、
公
用
文
書
、

新
聞
、
雑
誌
お
よ
び
一
般
社
会
で
使
用
す
る
漢
字
の
範
囲
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
固
有
名
詞
に
つ
い
て
は
別
途
考
え
る
も
の
と
さ
れ

て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
人
の
名
に
用
い
ら
れ
る
漢
字
の
基
準
と
し
て
考
え
ら
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
漢
字
に
は
極
め

て
複
雑
か
つ
難
解
な
も
の
が
多
く
、
命
名
さ
れ
た
本
人
や
関
係
者
に
社
会
生
活
上
多
大
な
不
便
や
支
障
を
生
じ
さ
せ
た
こ
と
か
ら
、
国

語
政
策
と
し
て
制
定
さ
れ
た
「
当
用
漢
字
表
」
を
人
名
用
漢
字
と
し
て
用
い
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
と
さ
れ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
っ
た
。

昭
和
二
二
（
「
九
四
七
）
年
に
改
正
さ
れ
、
翌
年
施
行
さ
れ
た
現
行
戸
籍
法
五
〇
条
「
項
に
「
子
の
名
に
は
、
常
用
平
易
な
文
字
を
用
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い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
し
、
二
項
に
よ
っ
て
そ
の
文
字
の
範
囲
の
確
定
を
法
務
省
令
に
委
ね
る
旨
を
規
定
し
た
が
、
上
記
の

よ
う
な
理
由
に
よ
っ
て
・
人
名
用
漢
字
に
つ
い
て
は
重
用
漢
字
し
に
限
る
も
の
と
さ
れ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
麺
ご
」
の
よ
う
な
背
景

を
踏
ま
え
て
、
命
名
の
自
由
を
承
認
し
つ
つ
も
、
そ
の
自
由
に
は
一
定
の
社
会
的
制
約
が
あ
り
、
戸
籍
法
五
〇
条
の
規
定
す
る
「
常
用

平
易
な
文
字
の
使
用
」
と
い
う
制
限
は
そ
の
象
徴
的
な
も
の
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
人
の
名
の
持
つ
社
会
的

機
能
の
側
面
が
強
調
さ
れ
、
円
滑
な
社
会
生
活
を
お
く
る
上
で
、
複
雑
で
難
解
な
も
の
は
好
ま
し
く
な
い
と
い
う
判
断
が
働
い
て
い
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
戸
籍
法
五
〇
条
は
前
記
の
よ
う
な
趣
旨
か
ら
人
の
名
に
常
用
平
易
な
文
字
を
要
求
し
て
い
る
が
、
常
用
平
易
な
文
字
の
範
囲
を
定
め

る
に
つ
、
い
て
は
時
代
の
推
移
や
国
民
の
意
識
の
変
化
な
ど
を
考
慮
せ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
か
ら
、
戸
籍
法
施
行
規
則
六
〇
条
に
常
用
平

易
な
文
字
の
範
囲
の
確
定
を
委
ね
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
常
用
平
易
な
文
字
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
限
定
的

列
挙
で
あ
る
と
理
解
す
る
立
場
が
一
般
的
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
根
拠
と
し
て
、
出
生
届
を
受
け
付
け
る
戸
籍
事
務
管
掌
者
の

判
断
を
容
易
に
す
る
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
出
生
届
が
出
さ
れ
る
た
び
に
、
戸
籍
事
務
管
掌
者
が
子
の
名
に
用
い
ら
れ
て
い
る

文
字
が
常
用
平
易
な
文
字
で
あ
る
か
ど
う
か
を
個
別
的
に
判
断
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
も
そ
も
、
戸
籍
事

務
管
掌
者
に
認
め
ら
れ
て
い
る
審
査
権
の
範
囲
に
つ
い
て
は
議
論
が
あ
る
。
通
説
的
見
解
は
、
届
出
に
対
す
る
形
式
的
審
査
権
限
が
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）

め
ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
と
す
る
が
、
審
査
の
対
象
か
ら
す
る
と
実
質
的
判
断
を
お
こ
な
っ
て
い
る
面
も
あ
る
と
し
て
、
必
要
に
応

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
＞

じ
て
実
質
的
審
査
権
限
を
も
有
し
て
い
る
と
す
る
見
解
も
あ
る
。
し
か
し
、
市
町
村
長
が
出
生
届
に
記
載
さ
れ
て
い
る
文
字
が
常
用
平

易
か
ど
う
か
と
い
う
判
断
を
お
こ
な
う
こ
と
は
、
法
令
解
釈
を
市
町
村
が
お
こ
な
う
こ
と
を
認
め
る
こ
と
に
な
り
、
実
質
的
審
査
権
限

を
有
し
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
許
さ
れ
る
と
は
い
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
市
町
村
長
が
実
質
的
に
判
断
す
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
市
町
村
長
は
、
戸
籍
事
務
の
処
理
に
つ
い
て
戸
籍
法
お
よ
び
戸
籍
法
施
行
規
則
の
規
定
に
従
っ
て
お
こ
な
わ
な
け
れ
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ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

五
　
戸
籍
法
施
行
規
則
六
〇
条
へ
の
委
任
の
合
理
性

　
戸
籍
法
五
〇
条
二
項
に
よ
っ
て
「
常
用
平
易
な
文
字
」
の
範
囲
を
法
務
省
令
に
よ
っ
て
定
め
る
も
の
と
規
定
し
、
戸
籍
法
施
行
規
則

六
〇
条
は
こ
の
委
任
を
受
け
て
、
常
用
平
易
な
文
字
を
限
定
列
挙
し
た
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
審
判

例
に
お
い
て
も
異
論
を
見
な
い
。
こ
の
法
務
省
令
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
「
常
用
平
易
な
文
字
」
の
範
囲
が
合
理
的
で
妥
当
な
も
の
で

あ
る
か
ど
う
か
の
判
断
を
裁
判
所
が
お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
点
に
関
し
て
も
、
ほ
ぼ
異
論
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し
て
、

裁
判
所
が
当
該
の
文
字
が
常
用
平
易
と
判
断
し
た
場
合
に
は
、
市
町
村
長
に
そ
の
文
字
を
用
い
た
出
生
届
の
受
理
を
命
じ
る
こ
と
が
で

き
る
と
す
る
の
が
最
近
の
審
判
例
の
傾
向
で
あ
る
。

　
こ
こ
か
ら
、
い
く
つ
か
の
審
判
例
の
判
断
構
造
が
分
か
れ
て
く
る
。
法
務
省
令
と
し
て
の
戸
籍
法
施
行
規
則
六
〇
条
の
規
定
を
合
理

的
で
妥
当
な
範
囲
を
定
め
た
も
の
と
判
断
す
る
も
の
で
は
、
行
政
の
裁
量
権
を
優
先
さ
せ
、
人
名
用
漢
字
の
問
題
を
国
語
政
策
の
問
題

と
し
て
把
握
し
よ
う
と
し
て
い
る
傾
向
を
示
し
て
い
る
も
の
と
い
え
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
当
該
の
文
字
の
常
用
平
易
性
を
裁
判
所
が

個
別
的
に
判
断
し
、
戸
籍
法
施
行
規
則
六
〇
条
が
規
定
し
て
い
な
い
文
字
が
常
用
平
易
で
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
に
、
違
法
で
あ
る
と

判
断
し
た
の
が
、
最
高
裁
判
所
平
成
一
五
年
決
定
の
事
案
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
審
判
例
に
お
い
て
は
、
戸
籍
法
施
行
規
則
六
〇
条
の

合
理
性
は
一
応
認
め
、
人
の
名
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
文
字
の
範
囲
を
定
め
る
こ
と
が
立
法
政
策
の
問
題
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
上

で
、
個
別
具
体
的
な
判
断
を
お
こ
な
っ
た
も
の
と
い
え
る
。
那
覇
家
庭
裁
判
所
平
成
九
年
審
判
な
ど
の
審
判
例
は
、
当
該
の
文
字
を
子

の
名
に
用
い
る
こ
と
が
妥
当
か
ど
う
か
と
い
う
個
別
的
判
断
を
し
た
の
で
あ
っ
て
、
戸
籍
法
施
行
規
則
六
〇
条
自
体
の
合
法
性
を
論
じ
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た
も
の
で
は
な
い
と
理
解
で
き
る
。

　
次
の
問
題
は
、
特
定
の
文
字
が
常
用
平
易
な
文
字
で
あ
る
か
ど
う
か
を
裁
判
所
が
個
別
的
に
判
断
し
た
上
で
、
常
用
平
易
で
あ
る
と

判
断
さ
れ
な
が
ら
、
戸
籍
法
施
行
規
則
六
〇
条
に
定
め
る
人
名
用
漢
字
の
制
限
外
の
文
字
で
あ
る
場
合
に
、
ど
の
よ
う
な
根
拠
に
基
づ

い
て
そ
の
文
字
を
用
い
た
出
生
届
の
受
理
を
市
町
村
長
に
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
か
で
あ
る
。
那
覇
家
庭
裁
判
所
平
成
九
年
審
判
は
こ

の
点
に
つ
い
て
、
特
別
家
事
審
判
規
則
一
五
条
の
規
定
を
挙
げ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
批
判
も
あ
る
。
家
庭
裁
判
所
は
市
町
村

長
の
戸
籍
事
務
に
関
す
る
処
分
が
違
法
で
あ
る
と
き
に
、
当
該
市
町
村
長
に
対
し
て
相
当
な
処
分
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
8
）

り
、
市
町
村
長
の
処
分
に
違
法
性
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
出
生
届
の
受
理
を
命
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
裁
判
所
が
市
町
村
長
に
対
し
て
、
不
受
理
処
分
と
し
た
出
生
届
の
受
理
を
命
じ
る
た
め
に
は
、
最
高
裁
判
所
平
成
一
五
年

決
定
の
よ
う
に
、
問
題
と
な
っ
た
文
字
が
常
用
平
易
な
文
字
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
戸
籍
法
施
行
規
則
六
〇
条
が
人
名
用
漢
字
と

し
て
規
定
し
て
い
な
い
こ
と
が
違
法
で
あ
る
と
い
う
判
断
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
法
務
省
令
に
お
い
て
常
用
平
易
な
文

字
の
範
囲
を
定
め
る
場
合
に
は
、
戸
籍
法
五
〇
条
二
項
の
趣
旨
を
逸
脱
し
な
い
限
り
に
お
い
て
一
定
の
裁
量
権
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
法
務
大
臣
が
民
事
行
政
審
議
会
な
い
し
法
制
審
議
会
の
答
申
や
報
告
に
基
づ
い
て
、
常
用
平
易
な
文
字
の
範
囲
を
定
め

る
と
い
う
手
続
お
よ
び
措
置
は
一
応
正
当
な
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
は
、
裁
判
所
が
、
戸
籍
法
施
行

規
則
六
〇
条
が
人
名
用
漢
字
と
し
て
定
め
て
い
な
い
文
字
に
つ
い
て
、
常
用
平
易
な
文
字
か
ど
う
か
を
個
別
的
に
判
断
し
て
、
そ
の
文

字
を
人
名
用
漢
字
と
し
て
認
め
て
い
な
い
こ
と
が
違
法
で
あ
る
と
す
る
こ
と
は
行
き
過
ぎ
と
い
う
批
判
も
あ
り
え
る
。
し
か
し
、
戸
籍

法
五
〇
条
が
常
用
平
易
な
文
字
の
具
体
化
を
戸
籍
法
施
行
規
則
六
〇
条
に
委
ね
た
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
定
め
ら
れ
て
い
な
い
特
定
の

文
字
が
社
会
通
念
上
明
ら
か
に
「
常
用
平
易
」
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
場
合
に
は
、
戸
籍
法
施
行
規
則
六
〇
条
は
戸
籍
法
五
〇
条
の
趣

旨
を
十
分
に
は
反
映
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
り
、
戸
籍
法
五
〇
条
が
求
め
る
委
任
の
趣
旨
を
ま
っ
と
う
し
て
い
な
い
と
評
価
さ
れ
、
違
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法
と
判
断
さ
れ
て
も
や
む
を
え
な
い
と
も
い
え
る
。
戸
籍
事
務
を
取
り
扱
う
市
町
村
の
窓
口
に
お
い
て
、
子
の
名
に
用
い
た
文
字
の
常

用
平
易
性
を
個
別
に
判
断
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
戸
籍
法
施
行
規
則
に
よ
る
文
字
の
制
約
を
「
応
合
理
的
な
も
の
と
考
え
る
と
、

裁
判
所
に
よ
る
常
用
平
易
性
の
判
断
を
正
当
化
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
よ
う
な
論
理
を
展
開
す
る
し
が
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

最
高
裁
判
所
決
定
の
判
断
は
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

32巻3・4号196

六
　
む
　
す
　
び

　
那
覇
家
庭
裁
判
所
審
判
や
最
高
裁
判
所
決
定
は
、
特
に
平
成
一
六
年
に
お
け
る
「
人
名
用
漢
字
」
の
見
直
し
作
業
に
大
き
な
影
響
を

与
え
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
戸
籍
法
五
〇
条
に
よ
る
制
限
を
前
提
と
し
つ
つ
、
親
の
命
名
の
自
由
を
で
き
る
限
り
保
障
し
よ
う
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）

い
う
の
が
、
こ
れ
ら
の
裁
判
所
の
判
断
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
戸
籍
法
五
〇
条
の
規
定
は
、
親
の
命
名
の
自
由
を
保
障
し
つ
つ
、
名
の
持
つ
社
会
的
機
能
と
い
う
観
点
か
ら
一
定
の
制
限
を
設
け
よ

う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
一
般
的
な
国
民
の
意
識
か
ら
す
れ
ば
、
名
づ
け
に
対
す
る
制
約
を
　
切
否
定
す
る
と
い
う
立
場
は
少
な
い
も

の
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
何
ら
か
の
形
で
命
名
に
対
す
る
制
限
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
は
や
む
を
え
な
い
も
の
と
い
え
る
。
こ
の
こ
と
は
、

平
成
一
六
年
に
お
け
る
「
人
名
用
漢
字
」
の
範
囲
の
拡
大
の
際
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
に
お
い
て
出
さ
れ
て
き
た
国
民
の
意

見
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
法
制
審
議
会
が
当
初
、
戸
籍
法
五
〇
条
の
規
定
に
対
応
し
て
素
直
に
「
常
用
平
易
か
否

か
」
と
い
う
基
準
か
ら
人
名
に
用
い
る
こ
と
の
で
き
る
文
字
の
範
囲
を
検
討
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
に
お

い
て
は
、
人
名
に
用
い
る
の
が
不
適
当
と
し
て
、
リ
ス
ト
か
ら
除
く
べ
き
と
す
る
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
漢
字
が
か
な
り
あ
っ
た
。
こ
の

こ
と
は
、
多
く
の
国
民
の
間
で
、
ど
の
よ
う
な
文
字
を
用
い
て
子
ど
も
の
名
を
付
け
て
も
か
ま
わ
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
と
い
う
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意
識
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
問
題
は
、
戸
籍
法
五
〇
条
に
よ
る
制
限
が
合
理
的
な
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
戸
籍
法
五
〇
条
の
規
定
上
、

人
名
に
対
す
る
制
限
は
用
い
る
文
字
が
「
常
用
平
易
か
否
か
」
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
、
人
の
名
づ
け
に
対
す
る
制
限
と
し
て
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）

よ
う
な
判
断
基
準
の
み
で
適
切
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
文
字
と
し
て
常
用
平
易
か
否
か
と
い
う
こ
と

と
、
人
の
名
と
し
て
用
い
る
こ
と
が
ふ
さ
わ
し
い
か
ど
う
か
と
い
う
判
断
は
決
し
て
同
じ
で
は
な
い
。
あ
る
い
は
、
「
悪
魔
ち
ゃ
ん
」

事
件
の
場
合
の
よ
う
に
、
個
々
の
文
字
が
「
常
用
平
易
」
で
あ
る
と
し
て
も
、
文
字
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
の
名
が
人
の
名
と
し
て
社

会
的
に
容
認
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
も
問
題
と
な
り
う
る
か
ら
で
あ
る
。

　
親
が
生
ま
れ
て
き
た
自
分
の
子
ど
も
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
名
を
つ
け
て
も
か
ま
わ
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
親
の
命
名
権

は
あ
く
ま
で
も
子
ど
も
の
た
め
に
行
使
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
限
り
、
命
名
の
自
由
に
＝
疋
の
制
限
が
課
せ
ら
れ
る
の
は

や
む
を
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
市
町
村
長
が
出
生
届
に
記
載
さ
れ
た
子
ど
も
の
名
が
名
前
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
か
ど
う
か
を
実
質
的

に
審
査
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
解
す
る
以
上
、
法
令
上
何
ら
か
の
基
準
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
戸
籍
法
五
〇

条
は
、
命
名
の
自
由
を
最
大
限
保
障
す
る
趣
旨
か
ら
、
子
ど
も
の
名
に
用
い
る
こ
と
の
で
き
る
文
字
の
制
限
の
み
を
課
し
た
わ
け
で
あ

る
。
こ
の
制
限
が
合
理
的
で
あ
る
か
ど
う
か
を
、
個
々
の
事
案
に
応
じ
て
不
服
の
あ
る
当
事
者
が
裁
判
所
に
申
立
て
る
こ
と
を
認
め
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
人
名
用
漢
字
の
合
理
性
が
そ
の
た
び
ご
と
に
検
証
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
そ
の
裁
判
所
の
判
断
や
国

民
の
意
識
や
要
望
を
考
慮
し
て
、
法
制
審
議
会
な
い
し
民
事
行
政
審
議
会
を
通
し
て
、
立
法
政
策
と
し
て
妥
当
な
人
名
用
漢
字
の
範
囲

が
策
定
さ
れ
て
い
く
と
い
う
道
筋
を
保
障
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
戸
籍
法
五
〇
条
に
よ
る
制
限
は
決
し
て
不
合
理
な

も
の
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
最
高
裁
判
所
平
成
一
五
年
決
定
は
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
評
価
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
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注
（
1
）
か
つ
て
、
筆
者
は
、
「
舜
」
の
字
に
関
す
る
奈
良
家
庭
裁
判
所
昭
和
六
二
年
一
一
月
一
九
日
審
判
家
庭
裁
判
月
報
四
〇
巻
＝
号
＝
六
頁
の
事
案

　
　
に
つ
い
て
、
審
判
申
立
て
前
の
段
階
で
に
あ
っ
た
が
、
あ
る
新
聞
記
者
か
ら
質
問
を
受
け
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
戸
籍
法
五
〇
条
の
解
釈
と
し
て
、
戸
籍

　
　
法
施
行
規
則
が
定
め
る
「
人
名
用
漢
字
」
が
「
常
用
平
易
な
文
字
」
の
「
例
示
」
と
理
解
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
思
う
が
、
戸
籍
事
務
管
掌
者
に

　
　
は
実
質
的
な
審
査
権
限
が
与
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
役
場
の
窓
口
で
特
定
の
漢
字
が
「
常
用
平
易
の
文
字
か
ど
う
か
」
と
い
う
判
断
を
お
こ
な
う
こ
と
は

　
　
で
き
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
裁
判
所
の
判
断
を
求
め
る
し
か
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
答
え
た
記
憶
が
あ
る
。

（
2
）
　
東
京
高
等
裁
判
所
昭
和
二
六
年
四
月
九
日
決
定
家
庭
裁
判
月
報
三
巻
三
号
＝
二
頁
な
ど
、
人
名
用
漢
字
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
な
い
漢
字
を
使
用
し

　
　
た
出
生
届
の
受
理
を
認
め
な
か
っ
た
審
判
例
に
対
し
て
、
東
京
家
庭
裁
判
所
昭
和
四
八
年
一
一
月
三
〇
日
審
判
家
庭
裁
判
月
報
二
六
巻
五
号
一
〇
二
頁

　
　
の
よ
う
に
出
生
届
の
受
理
を
認
め
た
審
判
例
も
あ
る
。

（
3
＞
　
那
覇
家
庭
裁
判
所
平
成
九
年
＝
月
一
八
日
審
判
家
庭
裁
判
月
報
五
〇
巻
三
号
四
六
頁
。

（
4
）
　
い
ず
れ
も
公
刊
物
未
登
載
。

（
5
）
　
最
高
裁
民
集
五
七
巻
二
号
二
五
六
二
頁
、
判
例
時
報
一
八
四
六
号
一
一
頁
、
判
例
タ
イ
ム
ズ
＝
四
】
号
＝
一
二
頁
。

（
6
V
　
そ
の
ほ
か
、
大
阪
家
庭
裁
判
所
な
ど
の
審
判
の
結
果
を
受
け
て
、
「
駕
」
、
「
毘
」
、
「
瀧
」
も
平
成
一
六
（
二
〇
〇
四
）
年
七
月
に
別
表
に
追
加
さ
れ

　
　
た
。
平
成
＝
ハ
年
七
月
二
二
日
法
務
省
令
四
九
号
な
ど
。
中
村
也
寸
志
「
判
例
解
説
」
法
曹
時
報
五
七
巻
五
号
三
一
二
五
頁
（
二
〇
〇
五
年
）
参
照
。

（
7
）
　
「
当
用
漢
字
表
」
は
昭
和
二
一
（
一
九
四
六
）
年
＝
月
一
六
日
内
閣
告
示
三
二
号
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
た
。

（
8
）
　
旧
戸
籍
法
二
八
条
一
項
、
五
五
条
。

（
9
）
　
明
治
六
年
太
政
官
布
告
一
一
八
号
。

（
1
0
）
大
正
一
二
（
一
九
二
三
）
年
二
月
六
日
民
甲
二
二
八
号
民
事
局
長
回
答
。
そ
の
ほ
か
、
同
一
戸
籍
内
の
生
存
者
と
同
一
の
名
を
付
け
る
こ
と
も
認
め

　
　
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
昭
和
一
〇
（
一
九
三
五
）
年
一
〇
月
五
日
民
甲
八
二
八
号
民
事
局
長
回
答
。

（
1
1
）
　
昭
和
二
六
（
一
九
五
一
）
年
五
月
二
五
日
内
閣
告
示
一
号
お
よ
び
昭
和
二
六
年
五
月
二
五
日
法
務
省
令
九
七
号
。
な
お
、
円
満
字
二
郎
『
入
名
用
漢
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字
の
戦
後
史
』
（
岩
波
新
書
、
二
〇
〇
五
年
）
二
一
二
頁
以
下
参
照
。

（
1
2
）
「
人
名
用
漢
字
追
加
表
」
は
昭
和
五
一
（
一
九
七
六
）
年
七
月
三
〇
日
内
閣
告
示
一
号
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
、
戸
籍
法
施
行
規
則
六
〇
条
の
改
正
は

　
　
昭
和
五
一
年
法
務
省
令
三
七
号
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
。
鈴
木
健
一
「
人
名
用
漢
字
に
つ
い
て
」
戸
籍
三
七
一
号
一
一
頁
（
一
九
七
六
年
）
参
照
。

（
1
3
）
　
「
常
用
漢
字
表
」
に
は
一
九
四
五
字
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
「
当
用
漢
字
表
」
の
漢
字
一
八
五
〇
字
を
全
部
承
継
し
、
新
た
に
九
五
字
を

　
　
付
け
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

（
1
4
）
大
森
政
輔
「
子
の
名
に
用
い
る
文
字
の
取
扱
い
に
関
す
る
民
事
行
政
審
議
会
の
答
申
及
び
そ
の
実
施
に
つ
い
て
」
戸
籍
本
四
〕
号
一
頁
（
一
九
入
一

　
　
年
）
参
照
。
民
事
行
政
審
議
会
は
同
時
に
、
字
体
に
つ
い
て
、
原
則
と
し
て
一
字
種
に
つ
き
一
字
体
と
し
、
例
外
と
し
て
当
分
の
間
、
二
字
体
を
認
め

　
　
る
こ
と
も
提
言
し
て
い
た
。

（
1
5
）
　
昭
和
五
六
（
一
九
八
こ
年
一
〇
月
一
日
昭
和
五
六
年
法
務
省
令
五
一
号
。
小
野
允
「
戸
籍
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
戸
籍
事
務
の
取
扱
い

　
　
に
つ
い
て
」
戸
籍
四
四
二
号
二
五
頁
（
一
九
八
一
年
）
参
照
。

（
1
6
）
　
東
京
家
庭
裁
判
所
八
王
子
支
部
平
成
六
年
一
斗
三
一
日
審
判
判
例
時
報
一
四
八
六
号
五
六
頁
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
宮
崎
幹
朗
「
『
悪
魔
ち
ゃ
ん
』

　
　
事
件
に
み
る
命
名
の
自
由
と
そ
の
限
界
」
愛
媛
法
学
会
雑
誌
二
二
巻
三
・
四
号
七
三
頁
（
一
九
九
六
年
目
参
照
。

（
1
7
）
法
務
省
民
事
局
第
二
課
「
人
名
用
漢
字
等
に
関
す
る
諮
問
に
対
す
る
民
事
行
政
審
議
会
答
申
に
つ
い
て
」
戸
籍
五
五
八
号
二
八
頁
（
一
九
九
〇
年
）

　
　
参
照
。

（
1
8
）
平
成
九
（
一
九
九
七
）
年
一
二
月
三
日
法
務
省
令
七
三
号
。
正
見
武
士
1
1
赤
間
聡
コ
戸
籍
法
施
行
規
則
等
の
「
部
を
改
正
す
る
省
令
（
子
の
名
に
用

　
　
い
る
こ
と
の
で
き
る
漢
字
の
範
囲
の
拡
大
）
の
解
説
」
戸
籍
七
六
四
号
一
二
頁
（
二
〇
〇
四
年
）
の
（
注
1
7
）
参
照
。
「
琉
」
の
字
が
、
平
成
二
年
に

　
　
お
け
る
人
名
用
漢
字
の
見
直
し
の
際
に
民
事
行
政
審
議
会
に
お
い
て
、
追
加
の
候
補
と
し
て
検
討
さ
れ
た
も
の
の
、
最
終
候
補
に
入
ら
な
か
っ
た
と
い

　
　
う
経
緯
が
あ
っ
た
の
で
、
民
事
行
政
審
議
会
に
あ
ら
た
め
て
諮
問
・
答
申
と
い
う
手
続
を
踏
む
必
要
が
な
い
と
考
え
ら
れ
た
と
い
う
。

へ
1
9
）
　
「
曽
し
に
つ
い
て
平
成
一
六
（
こ
○
〇
四
）
年
こ
月
二
三
日
法
務
省
令
七
号
、
「
獅
」
に
つ
い
て
平
成
一
六
年
六
月
七
日
法
務
省
令
四
二
号
、
「
駕
」
「
昆
」

　
　
「
瀧
」
に
つ
い
て
平
成
一
六
年
七
月
二
二
日
法
務
省
令
四
九
号
。
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説論

（
2
0
）
　
検
討
の
対
象
を
基
本
的
に
J
I
S
第
↓
水
準
お
よ
び
第
二
水
準
の
漢
字
と
し
た
の
は
、
社
会
一
般
に
お
い
て
尊
重
さ
れ
、
幅
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る

　
　
も
の
で
あ
る
こ
と
と
、
。
山
北
き
重
点
計
画
の
下
で
高
度
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
の
形
成
の
た
め
に
J
I
S
漢
字
の
重
要
性
．
汎
用
性
が
一
層

　
　
商
ま
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
点
に
あ
っ
た
。

（
2
1
）
　
文
化
庁
が
平
成
一
二
（
二
〇
〇
〇
）
年
三
月
に
お
こ
な
っ
た
調
査
で
あ
り
、
書
籍
数
三
八
五
、
漢
字
数
三
三
三
〇
万
一
九
三
四
字
を
対
象
と
し
た
も

　
　
の
で
あ
る
。
同
種
の
調
査
の
中
で
最
大
規
模
の
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
常
用
平
易
な
漢
字
」
の
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
の
調
査
結
果
を
活
用
す

　
　
る
こ
と
が
合
理
的
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

（
2
2
）
　
平
成
一
六
（
二
〇
〇
四
）
年
九
月
二
七
日
法
務
省
令
六
六
号
。

（
2
3
）
　
家
庭
裁
判
月
報
三
巻
三
号
一
．
三
頁
。

（
2
4
）
　
家
庭
裁
判
月
報
二
八
巻
三
号
五
六
頁
。

（
2
5
）
　
子
ど
も
が
出
生
す
る
と
一
四
日
以
内
に
出
生
の
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
に
違
反
す
る
と
過
料
が
課
せ
ら
れ
る
が
（
戸
籍
法
一
二
〇
条
）
、

　
　
親
が
名
付
け
に
迷
っ
て
い
る
間
に
、
一
四
日
の
期
間
が
過
ぎ
出
生
届
が
出
せ
ず
、
過
料
の
制
裁
を
受
け
る
の
は
不
A
ロ
理
で
あ
る
た
め
、
「
名
未
定
」
の

　
　
出
生
届
を
出
す
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
名
が
決
ま
っ
た
後
で
追
完
届
を
出
す
こ
と
に
な
る
。
昭
和
五
〇
（
一
九
入
五
）
年
五
月

　
　
二
三
日
民
ニ
ー
二
六
九
六
号
通
達
。

（
2
6
）
　
家
庭
裁
判
月
報
四
〇
巻
＝
号
＝
六
頁
。
な
お
、
抗
告
審
で
あ
る
大
阪
高
等
裁
判
所
昭
和
六
三
年
一
月
二
九
日
決
定
も
原
審
判
を
支
持
し
、
父
親

　
　
か
ら
の
抗
告
を
棄
却
し
て
い
る
。
家
庭
裁
判
月
報
四
〇
巻
＝
号
＝
七
頁
参
照
。

（
2
7
）
前
述
の
と
お
り
、
こ
の
決
定
は
公
刊
物
に
は
登
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
最
高
裁
判
所
平
成
一
五
年
＝
】
月
二
五
日
決
定
の
事
案
に
関
し
て
、
抗
告
理

　
　
由
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
最
高
裁
判
所
民
集
五
七
巻
＝
号
二
五
七
三
頁
以
下
参
照
。

（
2
8
）
　
家
庭
裁
判
月
報
二
六
巻
五
号
一
〇
二
頁
。

（
2
9
）
　
家
庭
裁
判
月
報
五
〇
巻
三
号
四
六
頁
。

（
3
0
）
　
最
高
裁
民
集
五
七
巻
＝
号
二
五
七
五
頁
以
下
参
照
。
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声籍法の「常用平易な文字」と人名用漢字の変遷

（
3
1
）
最
高
裁
民
集
五
七
巻
一
一
号
二
五
七
七
頁
以
下
参
照
。

（
3
2
）
　
前
掲
・
中
村
「
判
例
解
説
」
法
曹
時
報
五
七
巻
五
号
三
三
二
頁
、
中
原
太
郎
「
判
例
研
究
」
法
学
協
会
雑
誌
一
二
二
巻
＝
号
一
六
四
頁
（
二
〇
〇

　
　
五
年
）
、
村
重
慶
一
「
判
例
研
究
」
戸
籍
時
報
五
七
七
号
四
七
頁
（
二
〇
〇
四
年
）
、
澤
田
省
三
「
判
例
研
究
」
戸
籍
七
五
九
号
二
五
頁
（
二
〇
〇
四
年
）

　
　
な
ど
。
前
掲
・
円
満
字
『
人
名
用
漢
字
の
戦
後
史
』
二
〇
一
頁
は
、
前
代
未
聞
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
3
3
）
　
前
掲
・
中
原
．
「
判
例
研
究
」
法
学
協
会
雑
誌
一
二
二
巻
一
一
号
一
六
八
頁
参
照
。

（
3
4
）
た
と
え
ば
、
谷
口
知
平
『
戸
籍
法
（
新
版
ご
（
有
斐
閣
、
～
九
七
三
年
）
「
二
「
頁
な
ど
参
照
。

（
3
5
V
　
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
前
掲
・
宮
崎
「
『
悪
魔
ち
ゃ
ん
』
事
件
に
み
る
命
名
の
自
由
と
そ
の
限
界
」
愛
媛
法
学
会
雑
誌
二
二
巻
三
・
四
号
八
八
頁
参
照
。

　
　
な
お
、
戒
能
通
孝
「
子
を
命
名
す
る
権
利
と
義
務
」
穂
積
重
遠
先
生
追
悼
論
文
集
『
家
族
法
の
諸
問
題
』
（
有
斐
閣
、
一
九
五
二
年
）
三
二
九
頁
以
下
、

　
　
山
川
一
陽
「
名
の
意
義
と
そ
の
機
能
」
戸
籍
四
一
七
号
一
九
頁
以
下
（
一
九
八
○
年
）
な
ど
参
照
。

（
3
6
）
　
そ
の
典
型
例
と
し
て
、
前
掲
の
「
悪
魔
ち
ゃ
ん
」
事
件
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
3
7
）
前
掲
・
山
川
「
名
の
意
義
と
そ
の
機
能
」
戸
籍
四
一
七
号
二
二
頁
。

（
3
8
）
　
家
庭
裁
判
月
報
二
八
巻
三
号
五
六
頁
。

（
3
9
）
　
家
庭
裁
判
月
報
一
五
巻
一
二
号
一
八
三
頁
。
こ
の
事
案
は
、
娘
に
妻
と
同
じ
「
伸
子
」
と
い
う
漢
字
を
用
い
て
、
「
し
ん
こ
」
と
ふ
り
が
な
を
付
し

　
　
た
名
の
出
生
届
を
出
し
た
と
こ
ろ
、
受
理
を
拒
否
さ
れ
た
た
め
、
受
理
を
命
じ
る
審
判
を
求
め
た
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

（
4
0
）
判
例
時
報
一
一
〇
四
号
六
六
頁
。

（
4
1
）
　
た
と
え
ば
、
東
京
家
庭
裁
判
所
昭
和
三
四
年
五
月
一
八
日
審
判
家
庭
裁
判
月
報
一
一
巻
七
号
七
七
頁
、
岐
阜
家
庭
裁
判
所
高
山
支
部
昭
和
五
六
年
六

　
　
月
三
〇
日
審
判
家
庭
裁
判
月
報
三
四
巻
「
二
号
七
三
頁
、
広
島
家
庭
裁
判
所
竹
原
支
部
平
成
元
年
一
二
月
｝
八
日
審
判
家
庭
裁
判
月
報
四
二
巻
六
号
五

　
　
三
頁
な
ど
。
戸
籍
法
一
〇
七
条
の
二
は
「
正
当
な
事
由
」
が
あ
れ
ば
名
の
変
更
を
認
め
る
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
正
当
事
由
」
の
判
断
の
際
に
、

　
　
文
字
の
「
常
用
平
易
性
」
や
「
人
名
用
漢
字
」
で
あ
る
か
な
い
か
と
い
う
問
題
を
考
慮
す
る
べ
き
か
否
か
と
い
う
議
論
が
あ
る
。
斎
藤
秀
夫
1
1
菊
池
信

　
　
男
編
『
注
解
家
事
審
判
規
則
〔
特
別
家
事
審
判
規
則
〕
（
改
訂
）
』
（
青
林
書
院
、
一
九
九
四
年
）
五
一
七
頁
以
下
〔
大
森
政
輔
〕
参
照
。
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説論

（
4
2
）
　
草
深
重
明
「
氏
及
び
名
の
変
更
の
許
可
」
岡
垣
學
U
野
田
愛
子
編
『
講
座
・
実
務
家
事
審
判
法
4
』
（
日
本
評
論
社
、
一
九
八
九
年
）
二
二
六
頁
な
ど
。

（
4
3
）
　
こ
の
例
と
し
て
、
東
京
家
庭
裁
判
所
昭
和
三
五
年
一
〇
月
三
一
日
審
判
家
庭
裁
判
月
報
＝
二
巻
三
号
一
五
二
頁
、
名
古
屋
高
等
裁
判
所
昭
和
五
二
年

　
　
一
二
月
一
九
日
決
定
家
庭
裁
判
月
報
三
〇
七
六
号
一
〇
〇
頁
な
ど
が
あ
る
。
改
名
の
申
立
て
に
つ
い
て
は
、
社
会
生
活
に
お
い
て
名
の
変
更
が
客
観
的

　
　
に
合
理
的
で
あ
り
妥
当
で
あ
る
か
ど
う
か
が
判
断
さ
れ
る
わ
け
で
、
必
ず
し
も
文
字
の
常
用
平
易
性
が
問
題
と
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

（
岨
）
　
昭
和
二
一
（
一
九
四
六
）
年
＝
月
一
六
日
内
閣
告
示
三
二
号
。

（
4
5
）
　
前
掲
・
中
村
「
判
例
解
説
」
法
曹
時
報
五
七
巻
五
号
三
二
四
頁
以
下
、
前
掲
・
三
見
1
1
赤
間
「
戸
籍
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
子

　
　
の
名
に
用
い
る
こ
と
の
で
き
る
漢
字
の
範
囲
の
拡
大
V
の
解
説
」
戸
籍
七
六
四
号
三
頁
参
照
。

（
4
6
）
　
青
木
義
人
1
一
大
森
政
輔
『
全
訂
戸
籍
法
』
（
日
本
評
論
社
、
一
九
八
四
年
）
四
七
二
頁
な
ど
。

（
4
7
）
　
前
掲
・
谷
口
『
戸
籍
法
（
新
版
）
』
七
三
頁
な
ど
。
し
か
し
、
田
代
有
嗣
コ
戸
籍
届
出
に
対
す
る
市
町
村
長
の
審
査
権
（
完
）
」
民
事
研
修
一
七
五
号

　
　
三
九
頁
以
下
（
｝
九
七
一
年
）
で
は
、
市
町
村
長
の
実
質
的
審
査
権
限
を
肯
定
し
、
そ
の
行
使
上
の
問
題
点
を
検
討
し
て
い
る
。

（
4
8
）
　
前
掲
ザ
中
村
「
判
例
解
説
」
法
曹
時
報
五
七
巻
五
号
三
二
八
頁
参
照
。

（
4
9
）
前
掲
・
中
原
「
判
例
研
究
」
法
学
協
会
雑
誌
一
二
二
巻
＝
号
一
七
五
頁
参
照
。

（
5
0
）
　
同
旨
、
前
掲
・
中
原
「
判
例
研
究
」
法
学
協
会
雑
誌
一
二
二
巻
＝
号
一
七
五
頁
。
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